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多くの観光客や家族連れが訪れた会場多くの観光客や家族連れが訪れた会場
は大にぎわい。大人気の漁船クルージは大にぎわい。大人気の漁船クルージ
ングでは、うねる波の上を飛ぶようにングでは、うねる波の上を飛ぶように
航行する爽快感を楽しみました。航行する爽快感を楽しみました。
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ル
を
獲
得
し
た
こ
と
で
、
国
内
で
も
注
目
が

ル
を
獲
得
し
た
こ
と
で
、
国
内
で
も
注
目
が

高
ま
っ
て
い
る
競
技
で
す
。

高
ま
っ
て
い
る
競
技
で
す
。

　　

相
互
交
流
で
地
域
の
活
性
化

相
互
交
流
で
地
域
の
活
性
化

　　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
地
域
の
活
性
化
、
グ
ロ
ー

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
地
域
の
活
性
化
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
観
光
振
興
等
に
つ
な
げ
る
た
め
、

バ
ル
化
、
観
光
振
興
等
に
つ
な
げ
る
た
め
、

参
加
国
や
地
域
と
の
人
的
・
経
済
的
・
文
化

参
加
国
や
地
域
と
の
人
的
・
経
済
的
・
文
化

的
な
相
互
交
流
を
図
る
取
り
組
み
で
す
。
市

的
な
相
互
交
流
を
図
る
取
り
組
み
で
す
。
市

は
ド
イ
ツ
の
ほ
か
に
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ

は
ド
イ
ツ
の
ほ
か
に
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ

る
モ
ル
ド
バ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
も
認
定
さ

る
モ
ル
ド
バ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
も
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
モ
ル
ド
バ
大
使
に
よ
る
市

　

こ
れ
ま
で
に
、
モ
ル
ド
バ
大
使
に
よ
る
市

内
小
・
中
学
校
で
の
特
別
授
業
、
ド
イ
ツ
・

内
小
・
中
学
校
で
の
特
別
授
業
、
ド
イ
ツ
・

モ
ル
ド
バ
両
国
と
の
食
や
農
業
を
テ
ー
マ
と

モ
ル
ド
バ
両
国
と
の
食
や
農
業
を
テ
ー
マ
と

し
た
交
流
事
業
な
ど
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

し
た
交
流
事
業
な
ど
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　　

今
年
３
月
に
は
、
ド
イ
ツ
・
ザ
ー
ル
ラ
ン

今
年
３
月
に
は
、
ド
イ
ツ
・
ザ
ー
ル
ラ
ン

ト
州
か
ら
、
ボ
ッ
チ
ャ
の
代
表
候
補
等
の
選

ト
州
か
ら
、
ボ
ッ
チ
ャ
の
代
表
候
補
等
の
選

手
４
人
と
同
州
障
害
者
連
盟
会
長
、
代
表
監

手
４
人
と
同
州
障
害
者
連
盟
会
長
、
代
表
監

督
な
ど
計
９
人
が
来
鶴
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

督
な
ど
計
９
人
が
来
鶴
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

本
番
に
向
け
た
事
前
合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
番
に
向
け
た
事
前
合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
、
日
本
代
表
チ
ー
ム

ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
、
日
本
代
表
チ
ー
ム

の
選
手

の
選
手
22
人
と
の
公
開
試
合
や
市
民
と
の
交

人
と
の
公
開
試
合
や
市
民
と
の
交

流
体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

流
体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
ボ
ッ
チ
ャ
の
競
技
用
具
を
市
民
の

　

市
で
は
ボ
ッ
チ
ャ
の
競
技
用
具
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
指

皆
さ
ん
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
指

導
巡
回
を
実
施
す
る
な
ど
普
及
に
努
め
て
い

導
巡
回
を
実
施
す
る
な
ど
普
及
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
ぜ
ひ
実
際
に
ボ
ー
ル
に
触
れ
て
魅

き
ま
す
。
ぜ
ひ
実
際
に
ボ
ー
ル
に
触
れ
て
魅

力
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
み

力
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
み

ん
な
で
日
本
と
ド
イ
ツ
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

ん
な
で
日
本
と
ド
イ
ツ
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　　

特
集

　　

皆
さ
ん
は
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
と
い
う
ス
ポ
ー

皆
さ
ん
は
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ツ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
正
式
競
技
で
、
障
害
が
あ
っ
て
も
な
く
て

の
正
式
競
技
で
、
障
害
が
あ
っ
て
も
な
く
て

も
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
む
こ
と
が

も
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

で
き
ま
す
。
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ド
イ
ツ
の
ホ
ス

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ド
イ
ツ
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
に
認
定
さ
れ
て
い
る
本
市
。
ボ
ッ

ト
タ
ウ
ン
に
認
定
さ
れ
て
い
る
本
市
。
ボ
ッ

チ
ャ
を
通
し
て
ド
イ
ツ
と
相
互
に
交
流
し
て

チ
ャ
を
通
し
て
ド
イ
ツ
と
相
互
に
交
流
し
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
ボ
ッ
チ
ャ
の
魅
力
や
ホ

　

今
回
の
特
集
で
は
ボ
ッ
チ
ャ
の
魅
力
や
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

誰
で
も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

　

誰
で
も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
脳
原
性
疾
患
等
に
よ
る
四
肢

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
脳
原
性
疾
患
等
に
よ
る
四
肢

ま
ひ
な
ど
、
比
較
的
重
い
障
害
の
あ
る
人
の

ま
ひ
な
ど
、
比
較
的
重
い
障
害
の
あ
る
人
の

た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
（
目
標
球
）
と
呼
ば
れ
る

ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
（
目
標
球
）
と
呼
ば
れ
る

白
い
ボ
ー
ル
に
、
赤
と
青
の
ボ
ー
ル
を
投
げ

白
い
ボ
ー
ル
に
、
赤
と
青
の
ボ
ー
ル
を
投
げ

た
り
転
が
し
た
り
し
て
、
い
か
に
近
づ
け
る

た
り
転
が
し
た
り
し
て
、
い
か
に
近
づ
け
る

か
を
競
い
ま
す
。
カ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う
に
相

か
を
競
い
ま
す
。
カ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う
に
相

手
の
ボ
ー
ル
を
弾
く
な
ど
し
て
自
分
が
優
位

手
の
ボ
ー
ル
を
弾
く
な
ど
し
て
自
分
が
優
位

に
な
る
よ
う
位
置
取
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

に
な
る
よ
う
位
置
取
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

ボ
ー
ル
を
手
で
投
げ
る
こ
と
が
で
き
な
く
て

ボ
ー
ル
を
手
で
投
げ
る
こ
と
が
で
き
な
く
て

も
、
足
で
蹴
っ
た
り
、
自
分
の
意
思
を
介
助

も
、
足
で
蹴
っ
た
り
、
自
分
の
意
思
を
介
助

者
に
伝
え
ラ
ン
プ
（
勾
配
具
）
と
い
う
道
具

者
に
伝
え
ラ
ン
プ
（
勾
配
具
）
と
い
う
道
具

を
使
っ
た
り
す
る
こ
と
で
誰
で
も
参
加
で
き

を
使
っ
た
り
す
る
こ
と
で
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

ま
す
。

　

ト
ッ
プ
選
手
の
試
合
で
は
、
緻
密
な
戦
略

　

ト
ッ
プ
選
手
の
試
合
で
は
、
緻
密
な
戦
略

と
正
確
な
投
球
で
争
わ
れ
、
一
投
で
逆
転
す

と
正
確
な
投
球
で
争
わ
れ
、
一
投
で
逆
転
す

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
最
後
ま
で
目
が
離
せ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
最
後
ま
で
目
が
離
せ

ま
せ
ん
。
前
回
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
パ
ラ

ま
せ
ん
。
前
回
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
代
表
チ
ー
ム
が
銀
メ
ダ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
代
表
チ
ー
ム
が
銀
メ
ダ

ボッチャを楽しもう！
◎問合せ　スポーツ課☎25‐8131

2020年東京パラリンピック正式競技特 集
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日本代表チーム「火ノ玉ＪＡＰＡＮ（ジャパン）」の日本代表チーム「火ノ玉ＪＡＰＡＮ（ジャパン）」の
メンバーが語るボッチャの魅力メンバーが語るボッチャの魅力

　障害の有無に関わらずできるのが
ボッチャ。ボッチャの世界では誰も
が対等です。
　「今日、ちょっとボッチャやろう
よ」って気軽に楽しめるスポーツな
んです。ぜひ、皆さんも体験してみ
てください！

　カーリングに似て
いる競技ですが、ジ
ャックボールが動く
ので最後まで勝負が
分かりません。高度
な戦略によって勝負
が決まるところが魅
力ですね！

平成28年
　　　ドイツのホストタウンに登録認定
　　　モルドバのホストタウンに登録認定
平成29年
　　　モルドバ大使が来鶴。櫛引南小学校、
　　　櫛引中学校で特別授業を開催
　　　モルドバワインを楽しむ会を開催
　　　 ドイツ・ザールブリュッケン独日協会
　　　が来鶴し体育施設を視察
　　　市民向けのボッチャ体験会を開催
平成30年　
　　　ドイツ・モルドバ有機農業者交流を実
　　　施
　　　ドイツ・ボッチャ代表候補が合宿

河合俊次 監督

江崎駿 選手 高田信之 選手

ホストタウン推進の取り組み

モルドバワイン×ドイツビール×日本酒
ウェルカムパーティー開催！

　６月30日○土にホストタウン相手国の
方々を囲んでのウェルカムパーティーを開
催します。詳細は６月中旬に市ホームペー
ジに掲載します。

６ｍ

12.5ｍ

ボッチャのルール・試合の流れボッチャのルール・試合の流れ

最初に投球するジャックボ
ールがジャックボール無効
エリアで静止、または、サ
イドライン・エンドライン
を越えると相手に投げる権
利が移る

ジャックボールの投球

〈例〉

２２  －  ００

ジャックボールに最も近いボールを
投げた側にのみ得点が入る。相手側
の一番近いボールよりも、近いボー
ル１個につき１点

得点の計算

① 両選手（ペア・チーム〈３人〉）が
　６個ずつのボールを使用
② 先攻側が的となるジャックボール
を投げ、続けて１投目を投球

③後攻側が最初の投球
④ ジャックボールからより遠い位置
にボールがある側の選手が次の
投球

⑤ 先攻側・後攻側ともに６球ずつを
投げた時点で得点を計算

　※ この一連の流れを１エンドと
し、個人戦とペア戦は４エン
ド、チーム戦は６エンド行う。

 ⑥ 以降、各エンドを戦い、点数を付
ける。総得点の多い方が勝利

試合の流れ

６月
12月

５月
　　
　　
10月
　　
11月
　
2月

３月

投球したボールがサイドラ
イン、エンドラインを越え
ると無効

エンドライン

サイドライン

押し出されたジャックボー
ルがサイドラインやエンド
ラインに触れるか外に出た
場合、クロスに戻す

クロス

ジャックボール
無効エリア

スローイングライン

選手、介助者、ランプ全て
をボックス内に収める

スローイングボックス
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

　

４
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
温
海
川
沿
い
の

桜
並
木
を
走
る
温
海
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
。
登

録
し
た
１
、６
７
９
名
の
ラ
ン
ナ
ー
は
、
北

は
北
海
道
、
南
は
九
州
・
熊
本
か
ら
。
33
回

目
を
迎
え
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
支
え
る
の
は

地
元
の
人
た
ち
。
ガ
サ
エ
ビ
の
み
そ
汁
が
振

る
舞
わ
れ
、
商
工
会
、
朝
市
組
合
、
婦
人
会

な
ど
の
出
店
が
並
ぶ
。
温
泉
街
も
予
約
で
埋

ま
る
の
で
経
済
効
果
も
大
き
い
。
私
の
役
目

で
あ
る
ス
タ
ー
タ
ー
の
位
置
か
ら
は
、
沿
道

で
ラ
ン
ナ
ー
を
励
ま
す
念
珠
関
辨
天
太
鼓
の

皆
さ
ん
の
動
き
が
一
際
目
を
引
い
た
。
号
砲

を
鳴
ら
し
た
後
で
ご
挨
拶
に
向
か
っ
た
と
こ

ろ
、「
市
長
も
た
た
く
？
ド
ー
ン
、
ド
ー
ン

と
や
れ
ば
い
い
か
ら
」
と
言
わ
れ
、
急
き
ょ
、

太
鼓
を
た
た
く
こ
と
に
。
な
る
ほ
ど
、
上
手

な
皆
さ
ん
の
よ
う
な
ば
ち
さ
ば
き
と
は
い
か

な
い
が
、
合
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
。

　

た
た
き
な
が
ら
、
ふ
と
思
い
出
し
た
小
学

校
時
代
の
小
さ
な
挫
折
。
小
学
校
の
鼓
笛
隊

で
私
は
小
太
鼓
だ
っ
た
の
だ
。
で
も
本
当
は

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
吹
き
た
か
っ
た
。
体
の
小

さ
な
私
は
音
を
鳴
ら
す
た
め
の
息
が
足
り
な

か
っ
た
の
か
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
試
験
は
不

合
格
に
。
そ
う
い
え
ば
、
中
学
校
時
代
、
野

球
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
背
番
号
を
も
ら
え
な
か

っ
た
の
は
温
海
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
こ
と
だ

っ
た
。
新
チ
ー
ム
の
夏
休
み
、
あ
つ
み
温
泉

の
旅
館
で
合
宿
し
な
が
ら
、
秋
の
シ
ー
ズ
ン

４
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
温
海
川
沿
い
の （５）

鶴岡市職員採用試験【平成31年４月１日採用予定】

職員募集

■募集職種・受験資格

▷上級行政・上級土木・上級建築（大卒程度）…昭
　和59年４月２日～平成９年４月１日に生まれた方
▷言語聴覚士（短大卒程度）…昭和59年４月２日
　以降に生まれ、言語聴覚士免許を取得している方
　及び平成31年４月までに取得見込みの方
▷臨床工学技士（短大卒程度）…昭和59年４月２日以
　降に生まれ、臨床工学技士免許を取得している方　
　及び平成31年４月までに取得見込みの方
▷看護師［助産師］（短大卒程度）…昭和49年４月
　２日以降に生まれ、看護師免許を取得している方　
　及び平成31年４月までに取得見込みの方
　※看護師免許と併せて助産師免許を取得している
　　方及び平成31年４月までに取得見込みの方も
　　募集します。

　

■試験日時

▷１次試験…７月22日○日午前10時
▷２次試験…１次試験に合格した方を対象に、上級　
　行政・上級土木・上級建築は10月上旬、言語聴　
　覚士・臨床工学技士・看護師［助産師］は９月上　
　旬に実施予定

■試験会場　

▷上級行政・上級土木・上級建築

▲

１次試験…鶴岡会場（勤労者会館）
　　　　　　東京会場（タワーホール船堀〈東京都
　　　　　　　　　　　江戸川区船堀４‐１‐１〉）　

▲
２次試験…市役所本所
▷言語聴覚士・臨床工学技士・看護師［助産師］　

▲

１次・２次試験…荘内病院

■申込み受付

▷６月１日○金～22日○金に、申込書を市役所本所職
　員課へ（郵送の場合、22日○金までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付

▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課及び荘
　内病院総務課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請
　求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用
　封筒（宛先を明記した角形２号封筒。折り畳んで
　もかまいません）、応募職種・連絡先のメモを同
　封して、市役所本所職員課（〒997‐8601市内
　馬場町９‐25）へ
▷市HP「人事・職員採
　用」からダウンロー
　ドすることもできま
　す

■問本所職員課☎内線327

上記職種のほかに、土木・建築（社会人経験者）、
初級行政、消防士、病院事務総合職の採用試験
を９月に予定しています。
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を
目
指
し
汗
を
流
し
て
い
た
。
青
春
時
代
の

ほ
ろ
苦
い
思
い
出
が
太
鼓
の
音
で
呼
び
戻
さ

れ
、
温
海
で
交
錯
す
る
。

　

５
月
３
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
豪
華
寝
台
列

車
・
四
季
島
の
出
迎
え
の
た
め
に
あ
つ
み
温

泉
に
向
か
っ
た
際
、
朝
市
に
立
ち
寄
っ
た
。

温
泉
街
中
央
の
朝
市
広
場
に
、
期
間
中
は
朝

5
時
半
か
ら
、
目
覚
め
の
コ
ー
ヒ
ー
、
日
本

三
大
古
布
・
し
な
織
、
水
産
加
工
品
、
山
菜

な
ど
が
並
ぶ
。
こ
の
日
の
お
客
さ
ん
は
温
泉

街
の
宿
泊
客
が
中
心
だ
っ
た
が
、
も
っ
と
地

元
の
人
に
も
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
昔
な

が
ら
の
朝
市
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

　

お
店
を
回
っ
た
際
、
思
い
が
け
ず
「
あ
の

文
化
会
館
に
は
反
対
だ
っ
た
」
と
語
り
か
け

ら
れ
た
。
私
は
、「
音
の
響
き
な
ど
評
判
は

い
い
ん
で
す
よ
」
と
説
明
し
た
が
、
な
ぜ
約

１
０
０
億
円
も
要
し
た
の
か
、
途
中
で
見
直

し
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が

心
に
引
っ
掛
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
昨

年
12
月
、
文
化
会
館
の
建
築
デ
ザ
イ
ン
を
担

っ
た
妹
島
和
世
先
生
に
お
会
い
し
た
際
、
私

は
、「
妹
島
先
生
の
作
品
の
評
価
と
、
行
政

上
様
々
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
全
く
別
の

問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
お
話
し
た
。

も
ち
ろ
ん
完
成
し
た
ホ
ー
ル
は
し
っ
か
り
活

用
し
た
い
が
、
行
政
は
手
続
き
・
プ
ロ
セ
ス

の
透
明
性
も
重
要
な
の
だ
。
５
月
15
日
、
新

文
化
会
館
建
設
に
関
す
る
第
三
者
調
査
・
検

証
専
門
委
員
に
よ
る
初
会
合
が
行
わ
れ
た
。

温
海
の
朝
市
で
働
く
人
の
「
な
ぜ
？
」
に
も

応
え
る
、
し
っ
か
り
と
し
た
調
査
・
検
証
を

し
て
も
ら
い
、
早
く
こ
の
問
題
に
終
止
符
を

打
ち
た
い
。

平成30年10月１日以降

重大な消防法令違反のある建物を市のホームページで公表します
違反対象物公表制度

●違反対象物の公表制度とは？
　建物を利用する人が、その建物の危険性に関する
情報を入手し、利用について自分で判断できるよう
にするため、消防署の立入検査で確認した「重大な
消防法令違反」のある建物を市のホームページで公
表する制度です。

●公表の対象となる建物は？　
　飲食店や物品販売店、ホテルなど不特定多数の人
が利用する建物と、病院、社会福祉施設などの１人
で避難するのが難しい人が利用する建物です。

●公表の対象となる違反は？　
　設置が義務付けられた屋内消火栓・スプリンクラ
ー・自動火災報知設備が次の状態の場合です。
①設置されていない
②設置義務がある部分の床面積の、２分の１を超え
　て設置されていない
③設置はされているが本来の機能が喪失し、役割を　
　果たしていない

●公表までの流れ

■問消防本部予防課☎22‐8332

　

鶴岡の食文化に関するパネルを展示します

６月18日は「持続可能な食文化の日」です
食文化創造都市

■問本所食文化創造都市推進課☎内線540

　食の安全、栄養、持続可能な食糧生産、農業開発
など、世界で生じている食に関する様々な課題。世
界中の多様な「食文化」に対する理解を深めること
は、それらを解決するための糸口になるとの考えか
ら、国連は平成28年12月に、毎年６月18日を「持
続可能な食文化の日」と定めました。

　食文化創造都市として、私たちの生活に身近な食
文化には、世界の課題解決に貢献できる可能性が秘
められていることを紹介するパネルを展示します。
この機会に鶴岡の食文化を改めて考えてみませんか。
■日６月18日○月午後２時～７月11日○水午後５時　■場
つるおか食文化市場FOODEVER（フーデェヴァー）

公表する旨を
建物関係者に
通知

消防署が
立入検査

重大な
消防法令違反
を発見

市の
ホームページ
で公表

　所有・管理する建物が、次のように変更され
る場合は、屋内消火栓・スプリンクラー・自動
火災報知設備の設置が必要になることがありま
すので、消防本部予防課にご相談ください。▲

飲食店、物品販売店、社会福祉施設等の用途
　が新たに加わる場合▲

増築や改築、隣接建物との接続を行う場合

建物関係者の方へ
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料理人等の技術向上のための取り組みを支援します

料理人等高度化支援事業補助金／料理人研修派遣制度
食文化創造都市

■申本所食文化創造都市推進課☎内線540

■料理人等高度化支援事業補助金
　料理人や飲食業・宿泊業等に従事する方が、積極的に自身の技術向上に取り組めるよう、各種資格取得や
コンクールへの参加、国内外での研修、成果を市民に披露する事業の実施等に補助します。

●補助対象者等　

▲

市内の飲食店・宿泊施設・婚礼施設で働く料理人及び食の提供に携わっている方
　　　　　　　　

▲

市内で飲食店・宿泊施設等を営む法人
●補助対象事業　①資格取得支援事業……………技術の向上や事業の高度化を目指す上で必要となる資格を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取得するための事業
　　　　　　　　②コンクール等参加支援事業…国内外のコンクールへの参加及びその成果を市民に披露す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る事業
　　　　　　　　③専門技術研修事業
　　　　　　　　　▷国内外研修事業……………国内外での研修に参加し技術を高めるための事業及びその
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成果を市民に披露する事業
　　　　　　　　　▷専門家招聘

へい

事業……………専門家の招聘を通じて事業の高度化を目指す事業及びその
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成果を市民に披露する事業
●補助内容

事業区分 補助
対象者 補助対象経費 補助率

（補助対象経費の） 補助上限

①資格取得支援事業 個人 資格取得受験料、
同受講料、旅費 ２分の１以内 ５万円

②コンクール等参加支援事業 個人 旅費、宿泊費、
広告宣伝費 ２分の１以内 国内開催 ５万円

国外開催 15万円

③専門技術研修
　事業

国内外研修
事業

個人
及び
法人

（１法人に
つき２人
まで）

受講料等負担金、旅費、
宿泊費、広告宣伝費 ２分の１以内

国内開催 １人当たり
５万円

国外開催 １人当たり
15万円

専門家招聘
事業

専門家謝礼・旅費・宿泊費、
会場使用料、広告宣伝費

一般型 ２分の１以内 15万円
☆地域波及型 ３分の２以内 30万円

■料理人研修派遣制度
　ユネスコ創造都市ネットワークに加盟する海外の都市等から料理人の派遣要請があった際に、鶴岡食文化
創造都市推進協議会の「料理人ネットワーク」に登録している料理人を派遣する制度です。登録している方
には派遣要請の概要を通知します。派遣希望者を募り、審査を実施した上で派遣する料理人を決定します。

●料理人ネットワークに登録できる方　市内で働く料理人
●料理人ネットワーク登録から派遣・帰国後までの流れ

料理人
ネットワーク
登録

派遣希望申請 帰国後
報告書提出派遣

「成果を市民に披露する事業」
実施

同協議会が審査を実施
派遣者を決定
旅費等を助成

☆地域波及型とは招聘した専門家の研修を、ほかの事業者の料理人等とともに複数で受けるものをいいます。

　上記の補助金や制度で研修を受けた方が、その成果として、学ん
だ料理等を自店舗等で提供する活動をいいます。
【例】学んだ料理を「○○フェア」と称し、期間限定で自店舗で提供

鶴岡食文化創造都市推進
協議会が派遣概要を通知

◆「成果を市民に披露する事業」とは？
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妊娠・出産・子育てをサポート！

６月１日に「鶴岡市子育て世代包括支援センター」を開設します
子育て世代支援

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線374または子ども家庭支援センター（にこ♥ふる）☎内線25‐2741へ

　総合保健福祉センター（にこ♥ふる）内に「鶴岡市子育て世代包括支援センター」を開設します。「母子
保健サービス」と「子育て支援サービス」を一体的に提供し、妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援
を行うことで、市民の皆さんの子育てをサポートします。

　妊娠届や妊娠中の過ごし方、出産や
産後の心配ごとなど、妊産婦さんや赤
ちゃんの健康・育児については、健康
課の担当者がサポートします。
■問健康課母子保健係（にこ♥ふる１階）
　☎25‐2111内線382

妊娠・出産・産後のサポート

　子育ての悩みやお子さんの成長・発
達のこと、子育てを応援するサービス
の紹介などについては、子ども家庭支
援センターの担当者がサポートします。
■問子ども家庭支援センター（にこ♥ふる　
　２階）☎25‐2741

子育て期のサポート

「子ども総合相談窓口」を開設します
　子育て世代包括支援センターの開設に伴い、
「子ども総合相談窓口」も開設します。相談員
がお話を聞き、必要な情報を提供したり、サー
ビスを行う専門機関につないだりします。
■日月曜～金曜日（祝日・年末年始を除く）の午
　前８時30分～午後５時15分
■場にこ♥ふる２階（子ども家庭支援センター内）
■内妊娠・出産・子育ての悩み、学校に関するこ
　と、発達や障害・療育に関すること等の相談
■問子ども総合相談窓口☎35‐1118
■他専門機関による相談日あり（要予約）
　▷教育委員会…毎月第３木曜日
　　午前９時～正午
　▷あおば学園…毎月第３金曜日
　　午前９時～正午、第４水曜日　　
　　午後１時30分～５時

情報公開・個人情報保護条例の施行状況
平成29年度施行状況

■問本所総務課☎内線314

【情報公開】　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　）内は対象の公文書数　

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 39 25（431） 17（83） 19（‐） ０

内訳

①市長部局…25
②教育委員会…７
③荘内病院…１
④消防…６

①14（384）
②６（37）
③１（６）
④４（４）

①10（21）
②２（44）
‐
④５（18）

① 11（‐）
②４（‐）
‐
④４（‐）

０

【個人情報保護】

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 ３ ‐ ３（11） ‐ ０

内訳
①市長部局…２
②消防…１

‐
①２（10）
②１（１）

‐ ０

　鶴岡市情報公開条例及び鶴
岡市個人情報保護条例の規定
に基づき、平成29年度の施
行状況をお知らせします。
　選挙管理委員会、監査委員、
農業委員会、固定資産評価審
査委員会、議会は請求件数が
０件のため掲載していません。
　１つの開示請求に対して複
数の決定が行われる場合があ
るため、請求の件数と決定等
の件数は一致しません。
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▼
免
除
制
度
（
全
額
・
一
部
免
除
）　

本
人
、

配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
全
額
、
４
分
の
３
の
額
、
半

額
ま
た
は
４
分
の
１
の
額
が
各
基
準
で
免
除

さ
れ
ま
す
。
一
部
免
除
は
免
除
額
を
除
い
た

保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い

と
な
り
ま
す
。

▼
納
付
猶
予
制
度　

20
歳
以
上
50
歳
未
満
の

方
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

▼
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例　

退
職
ま
た
は

失
業
し
た
方
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
確
認
印
の

あ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー

可
）
を
添
付
し
て
申
請
す
る
と
、
本
人
の
前

年
所
得
が
審
査
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
（
配

偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
の
申
請
で
対
象
外
）。

退
職
ま
た
は
失
業
等
の
前
月
か
ら
退
職
ま
た

は
失
業
等
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま
で

の
期
間
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
に
つ
い
て　

必
ず
前
年
所
得
の
申
告

手
続
き
を
済
ま
せ
た
上
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
（
配
偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
）。
今
年
度

分
（
７
月
〜
来
年
６
月
の
納
付
保
険
料
が
対

象
）
は
、
７
月
２
日
○月
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

▼
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
追
納

10
年
前
ま
で
遡
っ
て
追
納
で
き
ま
す
が
、
同

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以

降
に
追
納
す
る
場
合
、
加
算
金
が
付
き
ま
す
。

■申
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐

５
０
４
０
、
本
所
国
保
年
金

課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

は
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
該
当
す
る
方　

■内
市
が

委
託
し
た
業
者
が
寝
具
（
掛
布
団
・
敷
布
団
・

毛
布
・
マ
ッ
ト
レ
ス
）
を
洗
濯
・
乾
燥
・
消

毒
し
ま
す
（
１
人
年
２
回
ま
で
。
１
回
に
つ

き
３
点
ま
で
）　

■
自
己
負
担　

実
施
に
要

し
た
費
用
の
１
割
相
当　

■申
各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１

９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

耳
・
手
足
が
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
７
月
4
日
○水
午
後
１
時
〜
３
時　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
い
方
、
交

付
を
受
け
て
い
る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、

補
装
具
の
交
付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治

療
中
の
方
を
除
く
）　

■
相
談
科
目　

聴
覚
、

肢
体　

■持
印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
（
交
付
済
み
の
方
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎

内
線
１
３
７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ年

金
・
医
療

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

の
が
難
し
い
方
は

　

失
業
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
経
済
的
な
理

由
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
本
人
の
申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
（
学
生
は
学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
）。

健
康
・
福
祉

個
別
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

■日
６
月
１
日
○金
〜
９
月
30
日
○日
の
開
院
日

■場
市
内
医
療
機
関　

■対
昭
和
24
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
市
が
実
施
す
る
人
間

ド
ッ
ク
や
集
団
健
診
と
重
複
し
て
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
）　

■持
特
定
健
診
受
診
券
、
医
療
保

険
被
保
険
者
証　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
６　

■他
予
約
な
ど
医
療
機
関
に
確
認
の
上
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い

福
祉
活
動
・
心
身
障
害
児　

療
育
支
援
活
動
へ
の
助
成

■対
社
会
福
祉
活
動
や
心
身
障
害
児
療
育
支
援

を
行
う
団
体
や
個
人　

■内
▽
福
祉
活
動
助
成

金
…
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の
推
進
、
福
祉

に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
福
祉
関
係
者
の
研

修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
、
福
祉

意
識
の
高
揚
・
啓
発　

▽
心
身
障
害
児
療
育

支
援
助
成
金
…
障
害
児
の
地
域
福
祉
・
在
宅

福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す
る
事
業
、
療
育
に

関
す
る
調
査
・
研
究
・
研
修　

■
助
成
額

対
象
経
費
の
４
分
の
３
以
内　

■申
６
月
29
日

○金
ま
で
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９
へ

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
寝
具
類

の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

■対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た

は
高
齢
者
の
み
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
寝

具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
、
要
支
援
ま
た

市
政

平
成
29
年
度
審
議
会
等
公
開
及
び
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
運
用
状
況

▼
審
議
会
等
の
公
開
状
況　

▽
審
議
会
等
の

数
・
開
催
件
数
（
一
部
公
開
ま
た
は
非
公
開

の
件
数
）　

市
長
部
局
…
33
審
議
会
等
・
66

件
（
15
件
）　

教
育
委
員
会
…
６
審
議
会
等
・

８
件
（
２
件
）　

荘
内
病
院
…
０
審
議
会
等
・

０
件
（
０
件
）　

▼
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
の
運
用
状

況　

▽
実
施
件
数
・
意
見
提
出
件
数　

市
長

部
局
…
４
件
・
19
件　

教
育
委
員
会
…
０
件
・

０
件　

荘
内
病
院
…
０
件
・
０
件　

■問
本
所
総
務
課
☎
内
線
３
１
３　

■他
市
HP

鶴
岡
市
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
委
員
会　

公
募
委
員
募
集

　

全
て
の
子
供
の
自
主
的
な
読
書
活
動
の
推

進
と
読
書
環
境
の
充
実
の
た
め
、
同
推
進
委

員
会
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
２
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
４
月
１
日
現
在
で

20
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
に
住
民
登
録
が

あ
る　

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る　

■
任
期　

平
成
30
年
８
月
１
日
〜
32

年
７
月
31
日　

■申
６
月

30
日
○土
ま
で
申
込
書
を

図
書
館
本
館
☎
25
‐
２

５
２
５
へ
（
郵
送
は
当

日
必
着
）　

■他
市
HP
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国
保
年
金
課
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
）　

■問
同
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

未
熟
児
養
育
医
療
給
付
申
請

は
国
保
年
金
課
へ

　

未
熟
児
養
育
医
療
給
付
申
請
の
受
付
窓
口

が
健
康
課
か
ら
本
所
国
保
年
金
課
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
ほ
か
の
子
育
て
支
援

医
療
各
種
届
出
と
と
も
に
同
課
の
窓
口
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■対
指
定
医
療
機
関
の
医
師
が
入
院
養
育
を
必

要
と
認
め
る
未
熟
児
（
出
生
体
重
２
、
０
０

０
ｇ
以
下
）
等　

■持
養
育
医
療
給
付
申
請
書
、

養
育
医
療
意
見
書
、
世
帯
調
書
、
子
育
て
支

援
医
療
充
当
依
頼
書
、
加
入
者
健
康
保
険
証

の
写
し
、
子
育
て
支
援
医
療
証
、
申
請
者
の

身
分
証
明
書
、
同
居
家
族
の
個
人
番
号
が
分

か
る
書
類
、所
得
税
額
を
証
明
す
る
書
類（
転

入
者
の
み
）　

■問
同
課
☎
内
線
１
７
３

子
育
て
・
教
育

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
受
給
者
へ
５
月
末
に
現
況
届
の

用
紙
を
送
付
し
ま
し
た
。
同
封
の
「
記
入
方

法
」
等
を
参
考
に
６
月
末
ま
で
に
必
要
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

い
場
合
、
児
童
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
医
療
証
（
身

○

・
子

○

・
親

○

）

を
お
持
ち
の
方
へ

　

福
祉
医
療
で
負
担
し
た
医
療
費
が
高
額
療

養
費
対
象
の
場
合
は
、
市
が
代
理
で
保
険
者

へ
高
額
療
養
費
請
求
（
代
理
請
求
）
し
ま
す
。

該
当
の
場
合
は
、
書
類
の
提
出
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
県
外
の
医
療
機
関

で
受
診
し
た
場
合
は
、
医
療
機
関
窓
口
で
の

自
己
負
担
額
の
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

後
日
、
交
付
申
請
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■持
印
鑑
、
領
収
書
、
健
康
保
険
証
、
福
祉
医

療
証
、
通
帳
（
未
成
年
の
場
合
は
健
康
保
険

で
扶
養
し
て
い
る
方
名
義
の
も
の
）　

■問
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

重
度
心
身
障
害（
児
）者
医
療
証
・
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
証
の
更
新
時
期
で
す

　

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
、
更
新
用
の
申

請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
が
遅

れ
る
と
医
療
証
を
継
続
し
て
使
用
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
受
付
期
間
内
に
必

ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昨
年

度
以
前
に
所
得
等
の
事
情
で
交
付
対
象
と
な

ら
な
か
っ
た
方
が
、
今
年
度
（
７
月
１
日
以

降
分
）
に
医
療
証
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
、

改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。
所
得
等
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
医
療
証
を
交
付
し
ま
す
。

■
受
付
期
間
・
場
所　

６
月
１
日
○金
・
４
日

○月
〜
７
日
○木
…
市
役
所
本
所
１
階
ロ
ビ
ー
及

び
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
）、
本
所
国
保
年
金
課

（
午
後
５
時
15
分
〜
７
時
）　

２
日
○土
…
本
所

は
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
４
９
へ

税
・
生
活

６
月
15
日
に
お
送
り
す
る
市
・
県
民

税
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

６
月
15
日
○金
に
平
成
30
年
度
の
市
・
県
民

税
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
30
年
度

の
市
・
県
民
税
は
29
年
中
の
所
得
を
基
に
計

算
さ
れ
、
今
年
１
月
１
日
に
住
民
登
録
が
あ

っ
た
市
区
町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

■対
普
通
徴
収
及
び
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
の
方　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

■他
市
HP
。
６
月
22
日
○金
に
各
地
域
庁
舎
に
相

談
窓
口
を
設
置

▼
市
・
県
民
税
等
、
市
税
の
納
付
は
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す　

納
付
書
か
ら
口
座
振

替
に
変
更
し
た
い
方
は
、
口
座
の
あ
る
金
融

機
関
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
ま
た
、
納
付
書

の
方
は
、
各
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
の
方
は
、
口
座
振
替
や
納

付
書
に
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
30
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
証

明
書（
車
検
用
）を
お
送
り
し
ま
す

■日
６
月
中
旬
ま
で　

■対
車
検
が
必
要
な
車
両

の
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
付
し
た
方　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
２
０

「
川
や
海
を
き
れ
い
に
」       

河
川
・
海
岸
一
斉
清
掃

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
時
預
か
り
、
病
児
保
育
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
一
時
預
か
り　

保
護
者
が
病
気
や
冠
婚
葬

祭
、
学
校
行
事
、
育
児
疲
れ
、
就
労
等
の
理

由
で
一
時
的
に
家
庭
で
の
育
児
が
困
難
に
な

っ
た
場
合
、
次
の
保
育
園
で
子
供
を
保
育
し

ま
す
。
予
定
が
分
か
る
と
き
は
、
２
日
前
ま

で
に
各
保
育
園
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
園
の
行
事
等
の
た
め
受
け
入
れ
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
時
間

や
料
金
等
は
各
園
で
異
な
り
ま
す
。

■
実
施
保
育
園　

か
た
ば
み
保
育
園
、
新
形

保
育
園
、
大
泉
保
育
園
、
湯
田
川
保
育
園
、

民
田
保
育
園
、
上
郷
保
育
園
、
藤
島
く
り
く

り
保
育
園
、
藤
島
こ
り
す
保
育
園
、
大
東
保

育
園
、
い
ず
み
保
育
園
、
く
し
び
き
保
育
園
、

く
し
び
き
西
部
保
育
園　

■
保
育
時
間　

午

前
８
時
〜
午
後
５
時
30
分
（
半
日〈
４
時
間
〉

の
利
用
も
可
）　

■費
３
歳
未
満
…
１
日
２
、

６
０
０
円
〜
３
、
０
０
０
円　

３
歳
以
上
…

１
日
１
、
５
０
０
円
〜
２
、
０
０
０
円
（
半

日
利
用
の
場
合
は
半
額
）　

■問
各
保
育
園
ま

た
は
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
４
８
へ

▼
病
児
保
育　

病
気
や
そ
の
回
復
期
の
子
供

を
保
護
者
が
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
等
の
理
由
で

家
庭
で
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
看

護
師
・
保
育
士
の
い
る
施
設
で
一
時
的
に
保

育
し
ま
す
。

■
実
施
施
設　

三
井
病
院
内
カ
ト
レ
ア
キ
ッ

ズ
ル
ー
ム　

■
受
入
時
間　

午
前
８
時
〜
午

後
６
時（
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

■対
生
後
２
か
月
〜
小
学
６
年
生　

■費
１
日
２
、

０
０
０
円　

■問
同
院
☎
22
‐
３
２
９
０
ま
た
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使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う　

梅
雨
の
時
期
は
雑

菌
が
混
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▼
症
状
が
出
た
ら
直
ち
に
受
診
し
ま
し
ょ
う　

感
染
者
の
約
半
数
は
、
数
日
の
潜
伏
期
間
を

お
い
て
頻
回
の
水
様
便
の
症
状
が
出
ま
す
。

激
し
い
腹
痛
や
血
便
な
ど
重
症
化
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
重

症
化
し
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
有
毒
植
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う　

山
菜
は

知
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
採
取
し
、
特
に
生

え
始
め
の
山
菜
は
有
毒
植
物
と
区
別
が
難
し

い
の
で
慎
重
に
採
取
し
ま
し
ょ
う
。
有
毒
植

物
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
調
理

前
も
十
分
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
吐
き
気
や
し

び
れ
等
の
異
常
が
あ
っ
た
ら
残
品
を
持
っ
て

早
急
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
を
防
ご
う

▼
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
と
は　

黒
色
の
体
に
白

い
し
ま
が
あ
る
蚊
で
す
。
海
外
か
ら
デ
ン
グ

熱
や
ジ
カ
熱
の
感
染
者
が
来
訪
し
た
と
き
、

ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す
る
種
類
の
蚊
で
す
。

▼
生
態　

１
・
２
週
間
、
水
中
で
生
息
し
成

虫
に
な
り
ま
す
。
や
ぶ
や
草
む
ら
な
ど
に
潜

み
、小
さ
な
音
で
飛
び
、日
中
も
吸
血
し
ま
す
。

▼
対
策
の
ポ
イ
ン
ト　

容
器
類
や
古
タ
イ
ヤ
、

植
木
鉢
の
受
け
皿
、
バ
ケ
ツ
等
の
水
を
管
理

し
ボ
ウ
フ
ラ
が
成
虫
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
や
ぶ
や
草
む
ら
は
定
期
的
に
草

刈
り
な
ど
し
風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

屋
外
作
業
で
は
、
長
袖
を
着
用
し
、
防
虫
用

品
を
使
用
す
る
な
ど
蚊
か
ら
刺
さ
れ
な
い
よ

瀬
海
岸　

■問
海
岸
地
域
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
ま
ち
に

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
は
止
め
ま
し
ょ
う

　

市
に
は
、
野
良
猫
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
が
鳴
き
声
や
ふ
ん

尿
被
害
、
無
責
任
な
餌
や
り
に
つ
い
て
の
苦

情
で
す
。
特
に
餌
や
り
は
、
特
定
の
場
所
に

多
数
の
猫
が
居
着
き
、
周
辺
へ
の
被
害
が
大

き
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
む
や
み
に
野
良
猫
に
触
れ
る
と
、

野
良
猫
に
寄
生
す
る
マ
ダ
ニ
の
媒
介
に
よ
っ

て
、「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ

Ｆ
Ｔ
Ｓ
）」
に
感
染
し
死
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
餌
を
与
え
る
の
で
あ
れ
ば
責
任
を

持
っ
て
終
生
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。
責
任
を
持

て
な
い
場
合
は
、
庄
内
保
健
所
生
活
衛
生
課

☎
66
‐
４
７
４
８
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

６
月
〜
９
月
は
食
中
毒
の
多
発
時
期
で
す
。

ま
た
、
７
月
は
食
中
毒
予
防
月
間
で
す
。

▼
食
品
は
中
心
部
を
75
℃
以
上
で
１
分
以
上

加
熱
し
ま
し
ょ
う

▼
使
用
し
た
調
理
器
具
は
洗
剤
で
よ
く
洗
い

ま
し
ょ
う　

生
肉
・
魚
を
扱
っ
た
後
は
さ
ら

に
熱
湯
を
掛
け
る
な
ど
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

▼
手
洗
い
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う　

食
事
や

調
理
時
、ト
イ
レ
、お
む
つ
交
換
、生
肉
・
魚
を

扱
っ
た
後
は
石
け
ん
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼
飲
用
や
野
菜
・
食
器
洗
浄
用
に
井
戸
水
の

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

巣
虫
防
除
を
徹
底
し
よ
う
！                 

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除

▼
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ（
通
称
ア
メ
シ
ロ
）

と
は　

成
虫
は
体
長
約
１
㎝
で
白
色
。
幼
虫

は
体
長
約
１
㎝
〜
３
㎝
で
体
か
ら
白
く
長
い

毛
が
生
え
て
い
ま
す
。
成
虫
・
幼
虫
の
毛
や

り
ん
粉
に
毒
は
な
く
、
刺
し
た
り
し
ま
せ
ん
。

▼
生
態　

卵
か
ら
ふ
化
し
た
幼
虫
は
薄
網
状

の
巣
で
集
団
生
活
を
送
り
ま
す
。
こ
の
時
期

の
食
害
葉
は
白
く
か
す
り
状
で
位
置
も
限
定

的
で
す
が
、
幼
虫
が
成
長
し
単
独
で
分
散
し

始
め
る
と
被
害
が
拡
大
し
ま
す
。

▼
防
除
方
法　

巣
虫
防
除
が
効
果
的
で
周
囲

へ
の
影
響
も
少
な
い
手
法
で
す
。
集
団
で
生

活
す
る
６
月
１
日
〜
15
日
頃
と
７
月
20
日
〜

８
月
13
日
頃
に
、
巣
網
を
枝
ご
と
切
り
落
と

し
、
幼
虫
を
踏
み
潰
す
か
燃
や
す
ご
み
と
し

て
出
し
ま
し
ょ
う
。
薬
剤
防
除
は
幼
虫
が
分

散
し
て
し
ま
っ
た
後
の
対
策
で
す
。
詳
し
く

は
害
虫
駆
除
業
者
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
ア
メ
シ
ロ
防
除
相
談
室
の
設
置　

■日
６
月

６
日
○水
〜
９
月
28
日
○金
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時
30
分　

■場
・
■問
旧
赤
川
地
区
浄
化
セ

ン
タ
ー
内
同
相
談
室
☎
62
‐
５
２
３
１

高
齢
者
を
狙
っ
た   　
　
　

「
う
そ
電
話
詐
欺
」に
ご
用
心
！

　

偶
数
月
の
年
金
支
給
日
に
合
わ
せ
不
審
な

勧
誘
な
ど
が
集
中
し
ま
す
。

▽
突
然
、
息
子
や
孫
を
名
乗
る
電
話
で
お
金

を
頼
ん
で
く
る　

▽
名
義
貸
し
に
絡
む
ト
ラ

■
河
川
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）　

▼
６
月
24
日
○日　

▽
午
前
６
時
〜
８
時
…
鶴

岡
地
域
【
大
戸
川
（
国
道
７
号
〈
大
荒
〉
〜

火
打
崎
橋
）】　

▼
７
月
１
日
○日　

▽
午
前
５

時
〜
７
時
…
櫛
引
地
域
【
田
沢
川
、
角
田
川
、

水
無
川
、
相
模
川
、
山
谷
川
、
馬
渡
川
】

▽
午
前
６
時
〜
７
時
…
鶴
岡
地
域
【
大
山
川

（
石
山
橋
〜
新
橋
）（
坂
野
下
〜
新
橋
）、
少

連
寺
川
（
少
連
寺
〜
大
山
川
合
流
点
）、
砂

谷
川
（
砂
谷
〜
東
目
）、
三
瀬
川
（
水
無

〜
三
瀬
川
河
口
）、
降
矢
川
（
三
瀬
地
内
）】、

藤
島
地
域
【
藤
島
川
】、羽
黒
地
域
【
藤
島
川
、

今
野
川
、黒
瀬
川
、小
黒
川
】、朝
日
地
域
【
赤

川
、
上
田
沢
川
、
青
竜
川
、
倉
沢
川
、
戸
沢

川
ほ
か
】　

▽
午
前
６
時
〜
８
時
…
鶴
岡
地

域
【
内
川
左
岸
（
坂
本
橋
周
辺
及
び
天
池
橋

〈
美
原
町
〉
〜
内
川
橋
〈
宝
町
〉）、
内
川
右

岸
（
割
目
橋
〈
城
南
町
〉
〜
坂
本
橋
周
辺
及

び
天
池
橋
〈
双
葉
町
〉
〜
三
次
郎
橋
〈
切
添

町
〉）、矢
引
川
（
県
道
三
瀬
水
沢
線
〈
矢
引
〉

〜
国
道
７
号
〈
大
荒
〉）、
大
戸
川
（
大
広
〜

国
道
７
号
〈
大
荒
〉）、降
矢
川
（
中
山
地
内
）、

藤
倉
川
（
中
山
地
内
）】、
温
海
地
域
【
五
十

川
、温
海
川
、庄
内
小
国
川
、鼠
ヶ
関
川
ほ
か
】　

▽
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
…
鶴
岡
地
域
【
新

内
川
右
岸
（
月
見
橋
〜
長
者
大
橋
）】　

■問
本

所
土
木
課
☎
内
線
４
７
８
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
産
業
建
設
課
へ

■
海
岸
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）

▼
７
月
１
日
○日　

▽
午
前
６
時
〜
８
時
…
浜

千
鳥
海
岸
〜
鼠
ヶ
関
海
岸　

▽
午
前
６
時

30
分
〜
８
時
…
加
茂
海
岸　

▼
７
月
８
日
○日　

▽
午
前
６
時
〜
７
時
30
分
…
小
波
渡
海
岸　

▼
７
月
15
日
○日　

▽
午
前
７
時
〜
８
時
…
三

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ



11 広報つるおか　2018 . 6

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

６
月
は
環
境
月
間 　
　
　
　

６
月
５
日
は
環
境
の
日

　

環
境
問
題
は
誰
か
が
解
決
し
て
く
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
取
り

組
み
が
大
き
な
結
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。
電

気
・
燃
料
の
節
約
や
ご
み
の
減
量
な
ど
、
皆

さ
ん
の
身
近
で
で
き
る

環
境
に
や
さ
し
い
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線

７
０
８こ

の
一
球 

届
け
無
事
故
へ 

み
ん
な
の
願
い

６
月
３
日
〜
９
日
は
危
険
物
安
全
週
間

　

石
油
類
な
ど
の
危
険
物
は
、
事
業
所
等
で

幅
広
く
利
用
さ
れ
、
生
活
に
も
深
く
浸
透
し
、

そ
の
安
全
確
保
の
重
要
性
は
増
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
施
設
で
の
火
災
・
流
出
事
故
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
た
め
、
危
険
物
を
取
り
扱
う
事

業
所
は
、
自
主
保
安
体
制
を
再
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
灯
油
な
ど

の
危
険
物
を
取
り
扱
う
と
き
は
流
出
さ
せ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

走
り
出
せ
、性
別
の
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
て
、今

６
月
23
日
〜
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

　

期
間
中
、
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
パ
ネ
ル

や
か
る
た
を
展
示
し
ま
す
。
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
４

地
等
の
借
受
け
を
新
た
に
希
望
す
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
区
域　

市
全
域　

■申
来
年
２
月

28
日
○木
ま
で
農
業
委
員
会
事
務
局
（
藤
島
庁

舎
）
☎
64
‐
５
８
６
８
、
農
業
委
員
会
各
分

室
ま
た
は
Ｊ
Ａ
鶴
岡
・
庄
内
た
が
わ
本
所
・

各
支
所
へ　

■他
市
HP

日
赤
鶴
岡
市
地
区
か
ら
の
お
知
ら
せ　

６
月
は「
会
員
増
強
運
動
月
間
」で
す

　

期
間
中
、
会
員
加
入
と
会
費
の
増
収
に
向

け
て
活
動
し
ま
す
。
任
意
で
の
会
員
加
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　

６
月
は
雨
の
日
が
多
く
、
土
砂
崩
れ
等
の

災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
気
象
情

報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
の
裏
山
を

見
回
る
な
ど
身
の
周
り
に
危
険
な
箇
所
が
な

い
か
点
検
し
、
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

水
道
水 

安
全 

お
い
し
い 

金
メ
ダ
ル

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間

　

鶴
岡
市
水
道
事
業
は
、
本
市
と
三
川
町
に

１
日
平
均
４
万
６
、
７
４
４
㎥
の
水
を
供
給

し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
量
の
水
を
送
る
水
道

事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
頂
く
水
道
料
金
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
中
に
、
市
役
所
本

所
と
上
下
水
道
部
庁
舎
で
パ
ネ
ル
展
示
を
行

10
日
○火
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
、
11
日

○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時　

■
検
査
手

数
料　

１
台
２
５
０
円
〜
３
、
２
０
０
円　

■問
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
６
５　

■他
藤
島
・

羽
黒
・
櫛
引
・
朝
日
・
温
海
地
域
は
９
月
に

実
施
予
定

土
地
売
買
の
際
は　
　
　
　

地
価
公
示
価
格
を
参
考
に

　

地
価
公
示
と
は
、
県
内
の
都
市
計
画
区
域

内
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

（
標
準
地
。
市
内
17
地
点
）
を
選
ん
で
、
そ

の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。
売

買
対
象
地
の
条
件
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
土

地
の
お
お
よ
そ
の
適
正
価
格
が
分
か
り
ま
す
。

　

地
価
公
示
書
は
、
本
所
土
木
課
☎
内
線
４

５
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
の

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は
市
役
所
で

　

申
請
は
本
所
市
民
課
及
び
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま
す
（
交
付
窓
口
は

本
所
市
民
課
の
み
）。
庄
内
総
合
支
庁
で
は

手
続
き
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
〜
交
付
の
日
数　

９
日
間
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）　

■問

本
所
市
民
課
☎
内
線
１
４
０
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
市
HP

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
農
用

地
等
の
借
り
手
を
募
集
し
ま
す

　

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
や
新
規
就
農
等
を

計
画
し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
の
農
用

ブ
ル
解
決
を
名
目
に
現
金
を
要
求
す
る　

▽

医
療
費
や
税
金
の
還
付
金
と
偽
る　

▽
レ
タ

ー
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
で
お
金
を
要
求
す
る

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
鶴
岡
警
察
署

☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

農
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
や
ゴ

ム
手
袋
を
着
用
し
、
使
用
法
・
使
用
量
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
風
向
き
等
に
注
意
し
、

住
宅
地
等
へ
の
飛
散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
６
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

そ
の
他

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査

　

計
量
法
に
よ
っ
て
２
年
に
１
回
の
定
期
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■場
・
■日
▽
由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…

７
月
２
日
○月
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
加
茂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…
２
日
○月

午
後
１
時
〜
２
時　

▽
湯
野
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
…
２
日
○月
午
後
３
時
〜
４
時

▽
農
村
セ
ン
タ
ー
…
３
日
○火
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時　

▽
出
羽
商
工
会
本
所
…
４
日

○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時　

▽
市
役
所

本
所
車
庫
棟
…
５
日
○木
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
、
６
日
○金
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３

時
、
９
日
○月
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
、

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

羽黒 門前町プロジェクト　ゴールデンウィーク羽黒山体験プログラム

＜羽黒山周辺＞

出羽三山の歴史や文化を体験し、その魅力を感
じてもらうことを目的に実施されたこのプログ
ラム。出羽三山を愛する地元の有志メンバーが

5 . 3
   ～６

講師となり、のんびりガイドウォーキングや山
ヨガ早朝体験、山伏の宝冠着付け体験などが行
われ、多くの参加者でにぎわいました。

櫛引 加藤清正公　生誕450周年記念茶会

「千代の桜」の下、花びらが舞う中行わ
れた野だて。金峯山や月山を望みながら、
穏やかな時間を過ごしました。

４. 21
    ・22

＜丸岡城跡史跡公園＞

鶴岡 「食と農のビジネス塾」一般公開講座

東京農業大学名誉教授の門間敏幸氏を講
師に迎え開催。受講者はこれからの農業
者が目指すビジネス像などを学びました。

４. 26

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜山大農学部＞
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鶴岡 作って遊ぼう こどもの日スペシャル

ゴールデンウィーク特別企画。腕にはめ
るこいのぼり等、こどもの日にちなんだ
工作を、たくさんの親子が楽しみました。

5 . 3
   ・4

＜鶴岡アートフォーラム＞

鶴岡 荘内神社泣き相撲

「はっけよい！」の掛け声を合図に元気
いっぱいの泣き声をあげる赤ちゃん。会
場は応援する家族の笑顔に包まれました。

5 . 5

＜荘内神社＞

温海 河内神社春祭典奉納上演 山戸能・山五十川歌舞伎

「よし！いいぞ！」。伝統を受け継ぐ地元
住民が見せ場で見えを切ると、観客から
大きな拍手と声援が送られました。

5 . 3

　　　　　　　　　　　　　＜山五十川古典芸能伝承館＞

藤島 藤島駅　駅からハイキング

藤の花が咲き誇る中、公益大の学生有志
による酒田おもてなし隊のガイドで、参
加者はまち歩きを楽しみました。

５.13

＜藤島体育館ほか＞

温海 田舎のうまいもん食堂～関川の食文化ものがたり～

「この山菜の天ぷら、んめぞ～」。訪れた
大勢の人が、旬の山菜料理やべろべろ餅
汁等、関川の春の食文化を楽しみました。

５.13

＜関川しな織センター周辺＞

朝日 出羽の古道 六十里越街道2018歩きぞめ

残雪の上を歩きながら、この時期にしか
見られない新緑のブナ林などの美しい光
景や、遠くの山々の眺望を満喫しました。

５.13

＜六十里越街道＞



14

☎
64
‐
１
３
３
１
へ　

■他
希
望
者
に
梅
の
収

穫
体
験
（
１
㎏
５
０
０
円
）・
弁
当
販
売
（
５

０
０
円
）
あ
り

遠
州
流
茶
道
山
形
支
部
青
年
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会

■日
６
月
17
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分　

■場
つ
る
お
か
食
文
化
市
場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）　

■定
１
２

０
人　

■問
同
支
部
青
年
部

音
楽
の
夕
べ　
　
　
　
　
　
　
　

〜
あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と
〜

■日
６
月
17
日
○日
午
後
６
時　

■
出
演　

Ｈ
ｏ

ｎ
ｅ
ｙ 

Ｌ 

Ｄ
ａ
ｙ
ｓ　

■費
高
校
生
以
上
…

１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■場
・
■問
加
茂
水
族
館
☎
33
‐
３
０
３
６　

■他

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

致
道
館
文
化
講
演
会

■日
６
月
23
日
○土
午
後
２
時　

■場
勤
労
者
会
館

■内「
西
郷
先
生
と
庄
内
‐
遺
訓
に
学
ぶ
‐
」

水
野
貞
吉
氏
（
荘
内
南
州
会
理
事
長
）　

「
朗
読
座
」
公
演 

茨
木
の
り
子
〜
夫
を
恋
う
詩
〜

■日
６
月
23
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
中
央

公
民
館　

■
出
演　

紺
野
美
沙
子
氏
（
女

優
）、
中
村
由
利
子
氏
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）、

愛
川
聡
氏
（
ギ
タ
リ
ス
ト
）　

■費
大
人
…
２
、

０
０
０
円
（
当
日
は
５
０
０
円
増
し
）　

大

午
後
５
時
・
鶴
岡
市
教
育
研
修
所
（
櫛
引
庁

舎
）、
６
月
19
日
○火
〜
28
日
○木
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
30
分
・
中
央
公
民
館　

■問
学
校
教

育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４

鶴
岡
の
豊
か
な
食
材
を
自
分
の
目
で
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か

食
育
地
産
地
消
・
農
場
見
学
会

■日
６
月
17
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
（
産

直
「
し
ゃ
き
っ
と
」
集
合
）　

■内
サ
ク
ラ
ン

ボ
農
場
・
ハ
ー
ブ
園
見
学
、
産
直
食
材
で
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
等　

■定
20
人　

■費
中
学
生
以
上

…
１
、
５
０
０
円　

４
歳
以
上
…
1
、
０
０

０
円　

■申
６
月
12
日
○火
ま
で「
し
ゃ
き
っ
と
」

☎
29
‐
９
９
６
３
へ

う
ま
イ
カ
・
干
し
イ
カ
・
イ
カ
ま
つ
り

■日
６
月
17
日
○日
午
前
９
時
15
分
〜
午
後
２
時　

■場
鼠
ヶ
関
弁
天
島
前
広
場　

■内
生
イ
カ
販
売

（
午
前
10
時
30
分
）、
イ
カ
づ
く
し
の
出
店
、

イ
カ
の
ト
ン
ビ
飛
ば
し
世
界
大
会
等　

■問
あ

つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

〜
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
・
文
化
に
触
れ
る
〜

『
聖
書
の
国
か
ら
』
上
映
会

■日
６
月
17
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
銀
タ

ク
ト
鶴
岡　

■問
同
実
行
委
員
会

松
ヶ
岡
本
陣
で
の

梅
酒
づ
く
り
体
験

■日
６
月
17
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■場

松
ヶ
岡
本
陣　

■定
先
着
20
人　

■費
２
、
５
０

０
円　

■申
６
月
13
日
○水
ま
で
松
ヶ
岡
産
業
㈱

戊
辰
１
５
０
年
記
念
事
業

「
庄
内
の
戊
辰
戦
争
」展（
前
期
）

■日
７
月
29
日
○日
ま
で　

■場
・
■問
図
書
館
本
館

☎
25
‐
２
５
２
５

あ
つ
み
温
泉
ば
ら
園
ま
つ
り

＆
お
も
て
な
し
祭
り

■日
６
月
10
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

■場

同
園
周
辺　

■内
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
バ
ラ

エ
ン
ク
エ
ス
ト
、
お
茶
会
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ

ェ
、
人
力
車
体
験
等　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会

☎
43
‐
３
５
４
７

先
着
２
０
０
人
が
イ
カ
焼
き
を
体
験
で
き
ま
す

し
ゃ
り
ん
道
の
駅
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
６
月
10
日
○日
午
前
10
時
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）　

■内
イ
カ
汁
販
売
等　

■場
・
■問
道
の

駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

山
開
き
神
事
の
後
に
登
山
を
行
い
ま
す

摩
耶
山
山
開
き
登
山

■日
６
月
17
日
○日
午
前
６
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
倉
沢
地
区
内
摩
耶
山
神
社
集
合
）　

■持
昼
食

等　

■問
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
内
線
３
５

６　

■他
下
山
後
直な
お
ら
い会
あ
り
（
１
、０
０
０
円
）

平
成
31
年
度
使
用 

中
学
校「
特
別
の

教
科 

道
徳
」等
教
科
用
図
書
展
示
会

　

教
科
用
図
書
採
択
に
合
わ
せ
展
示
し
ま
す
。

意
見
等
を
記
入
す
る
用
紙
を
備
え
付
け
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■日
・
■場
６
月
15
日
○金
〜
28
日
○木
午
前
９
時
〜

催
し

８
年
ぶ
り
に
御
開
帳

庄
内
札
所
三
十
三
霊
場（
庄
内
三
十
三
観
音
霊
場
）

■日
10
月
31
日
○水
ま
で　

■問
事
務
局
２
番
札
所

金
剛
樹
院
☎
62
‐
２
５
６
４　

■他
首
番
、
番

外
を
含
む
35
霊
場
で
彩
色
の
御
影
を
進
呈
。

全
て
巡
礼
し
た
方
に
は
庄
内
札
所
結
願
印
も

進
呈花

季
さ
つ
き
展
示
会

■日
６
月
８
日
○金
〜
10
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
10
日
は
午
後
４
時
ま
で
）　

■場
中
央

公
民
館　

■問
さ
つ
き
盆
栽
研
究
会

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つつるおか

情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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梅
津
章
子
氏
（
文
化
庁
文
化
財
部
参
事
官

付
文
化
財
調
査
官
）　 

基
調
報
告
…
「
鶴
岡

の
絹
‐
松
ヶ
岡
開
墾
場
か
ら
現
在
ま
で
‐
」

田
中
尹
氏
（
元
鶴
岡
織
物
工
業
協
同
組
合

理
事
長
）、「
鶴
岡
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
‐
木
造

絹
織
物
工
場
を
映
画
館
に
‐
」
高
谷
時
彦
氏

（
公
益
大
教
授
）　

事
例
報
告
…
「
地
域
の

絹
遺
産
と
活
用
・
こ
れ
か
ら
」
絹
遺
産
を
活

用
す
る
全
国
自
治
体　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

…
星
和
彦
氏
（
前
橋
工
科
大
学
学
長
）、
米

山
淳
一
氏
（
横
浜
歴
史
資
産
調
査
会
常
務
理

事
）　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
事
例
報
告
総

括
…
後
藤
治
氏
（
工
学
院
大
学
理
事
長
）

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
６
月
20
日
○水
ま
で
本

所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
６
へ

庄
内
コ
ン

■日
６
月
24
日
○日
午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
３

時
〈G

ood Luck C
afe

〉）　

■場
鶴
岡
銀

座
商
店
街
の
飲
食
店
等　

■対
20
歳
以
上
の
独

身
の
男
女　

■費
男
性
…
５
、
５
０
０
円　

女

性
…
３
、
５
０
０
円
（
当
日
は
各
１
、
０
０

０
円
増
し
）　

■申
庄
内
コ
ン
HP　

■問G
ood

Luck C
afe

☎
25
‐
１
９
０
１

庄
内
広
域
行
政
組
合
ぐ
る
っ
と

庄
内
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー

■日
６
月
27
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
鶴

岡
公
園
集
合
）　

■対
庄
内
地
方
在
住
の
方
25

人　

■内
月
山
ダ
ム
見
学
、
そ
ば
打
ち
体
験
、

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
等　

■費
２
、
０
０
０
円　

■申
６
月
14
日
○木
ま
で
㈱
ト
ム
旅
行
☎
０
２
３

４
‐
24
‐
３
８
１
６
へ　

■他
２
人
１
組
で
の

学
生
以
下
…
１
、
０
０
０
円　

■
チ
ケ
ッ
ト

取
扱
い　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
庄
内
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市

内
一
部
書
店
等　

豆
腐
道
で
仙
人
沢
へ

緑
の
六
十
里
越
街
道
を
歩
く

■日
６
月
24
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
月

山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■場
湯
殿
山
料
金

所
↓
豆
腐
道
↓
湯
殿
山
参
籠
所
↓
ザ
ン
ゲ
坂

↓
起
点　

■定
先
着
25
人　

■費
３
、
０
０
０
円

（
昼
食
代
等
）　

■申
６
月
17
日
○日
ま
で
あ
さ
ひ

む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ　

■他
最

少
催
行
人
数
10
人

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

鶴
岡
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８

■日
６
月
24
日
○日
午
前
９
時
40
分
〜
午
後
３
時

20
分　

■場
先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

■定
１
０
０
人　

■内
基
調
講
演
…
「
歴
史
ま

ち
づ
く
り
の
取
組
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
」

富
所
弘
充
氏
（
国
土
交
通
省
都
市
局
公
園

緑
地
・
景
観
課
景
観
・
歴
史
文
化
環
境
整

備
室
課
長
補
佐
）、「
歴
史
・
文
化
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
‐
文
化
財
行
政
の
役
割
‐
」

ま
る
ご
と
体
験「
し
な
織
の
里
関
川
」

し
な
の
皮
は
ぎ
・
花
摘
み
体
験

■日
７
月
１
日
○日
午
後
１
時
〜
４
時　

■場
関
川

し
な
織
セ
ン
タ
ー
等　

■対
高
校
生
以
上
の
方

先
着
15
人　

■内
し
な
の
木
の
皮
は
ぎ
・
花
摘

み
体
験
等　

■費
５
０
０
円　

■申
６
月
22
日
○金

ま
で
関
川
自
治
会
☎
47
‐
２
５
０
２
へ

鶴
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会　

記
念
講
演
会

■日
７
月
５
日
○木
午
後
３
時　

■場
グ
ラ
ン
ド
エ

ル
・
サ
ン　

■定
先
着
60
人　

■内「
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
情
勢
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を

考
え
る
」
松
本
真
由
美
氏
（
東
京
大
学
教
養

学
部
客
員
准
教
授
）　

■問
鶴
岡
商
工
会
議
所

内
鶴
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
☎
24
‐
７
７
１

１
庄
内
酒
ま
つ
り
２
０
１
８

〜
や
ま
が
た
芳
醇
〜

■日
７
月
７
日
○土
午
前
11
時
〜
午
後
６
時　

■場

Ｊ
Ａ
全
農
山
形
鶴
岡
倉
庫　

■内
庄
内
全
18

酒
蔵
１
０
０
種
類
以
上
の
地
酒
の
試
飲
、
食

ブ
ー
ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売　

■費

２
、
０
０
０
円
（
当
日
は
５
０
０
円
増
し
）　

■問
本
所
食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
内
「
同
ま

つ
り
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
２
９　

■他
会
場
周
辺
道
路
の
一
部
通
行
止
め
あ
り

▼
食
ブ
ー
ス
出
店
募
集　

■対
同
ま
つ
り
の
趣

旨
に
合
っ
た
食
や
雑
貨
等
を
販
売
で
き
る
出

店
者　

■
募
集
区
画　

食
ブ
ー
ス
（
①
テ
ン

ト
備
付
け
14
区
画
・
②
テ
ン
ト
持
ち
込
み
７

区
画
）、
飲
料
・
雑
貨
ブ
ー
ス
４
区
画
（
①

応
募
可鶴

岡
養
護
学
校
中
学
部

お
ひ
さ
ま
市

■日
６
月
27
日
○水
午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

■場

鶴
岡
協
同
の
家
こ
ぴ
あ　

■内
生
徒
が
作
っ
た

製
品
の
販
売　

■問
同
校
☎
24
‐
５
９
９
５

山
形
大
学
医
学
部
学
生
に
よ
る

荘
内
病
院
コ
ン
サ
ー
ト

■日
６
月
30
日
○土
午
後
２
時　

■場
同
院　

■申
同

院
総
務
課
☎
26
‐
５
１
１
１
内
線
６
３
２
２

大
鳥
音
楽
祭

■日
６
月
30
日
○土　

■場
大
鳥
自
然
の
家　

■時
・

■内
午
前
11
時
…
そ
ば
打
ち
体
験
、
ワ
ラ
ビ

採
り
（
要
予
約
）　

午
後
１
時
…
映
画
上
映

（
１
、０
０
０
円
）　

４
時
30
分
…
音
楽
祭（
■

出
演　

松
本
健
一
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
、

保
多
由
子
、
サ
ト
チ
エ
、
伝
統
芸
能
団
体
）　

８
時
30
分
…
打
ち
上
げ
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
（
２
、
０
０
０
円
）　

■費
大
人
…
３
、
０

０
０
円　

高
校
生
…
１
、
０
０
０
円　

中
学

生
…
５
０
０
円　

小
学
生
以
下
…
無
料　

■申

事
務
局

　
　
　
　
　

■他
宿
泊
可
（
要
予
約
・
別
途
料

金
）。
HP

先
着
30
人
に
カ
ラ
竹
汁
を
サ
ー
ビ
ス

鈴 
朝
ど
り「
カ
ラ
竹
」販
売
フ
ェ
ア

■日
７
月
１
日
○日
午
前
8
時
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）　

■場
鈴
地
区
内　

■内
カ
ラ
竹
・
カ
ラ

竹
御
飯
販
売　

■問
売
虎
庵
☎
45
‐
２
５
４
５

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■日７月22日○日午後１時30分　■場
荘内神社参集殿　■定300人　■演
題　「藤沢周平さんのふるさと」　
■師寒河江浩二氏（山形新聞社代表
取締役社長）　■申ハガキに氏名・
住所・電話番号（１枚につき１人）
を記入の上、６月26日○火まで同
館（〒997‐0035市内馬場町４
‐６）へ

■問同館☎29‐1880

藤沢周平生誕90年特別企画展関連イベント

藤沢周平記念館 講演会
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ウ
ォ
ー
ク　

■日
７
月
29
日
○日

▼
共
通　

■申
同
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■他
参
加
に
は
同
ク

ラ
ブ
へ
の
入
会
が
必
要
（
年
会
費
２
、
０
０

０
円
）湯

野
浜
海
岸
サ
ン
セ
ッ
ト

ビ
ー
チ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク

■日
６
月
30
日
○土
午
後
４
時（
湯
野
浜
小
集
合
）　

■場
湯
野
浜
海
岸
等
５
㎞
コ
ー
ス　

■費
５
０
０

円　

■
特
典　

公
認
指
導
員
に
よ
る
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
（
初
心
者
向
け
）　

■持
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル
（
貸
出
し
あ
り
）、
コ

ッ
プ
等　

■申
６
月
22
日
○金
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
課

内
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

豊
か
な
自
然
を
感
じ
な
が
ら
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

国
際
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
in
鶴
岡

■日
７
月
１
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

（
湯
野
浜
小
集
合
）　

■場
庄
内
浜
と
大
砂
丘
の

メ
ロ
ン
畑
コ
ー
ス
（
３
㎞
・
７
㎞
・
13
㎞
）

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…

５
０
０
円　

■
特
典　

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
・
入
浴
割
引
券
、
公
認
指
導
員
に
よ
る

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
（
初
心
者
向
け
）、

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
体
験
、
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ

ー
ト
等　

■持
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル
（
貸
出

し
は
要
予
約
）、
軽
食
、
お
わ
ん
、
箸
、
コ

ッ
プ
等　

■申
６
月
22
日
○金
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
課

内
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

庄
内
オ
ス
ト
メ
イ
ト
家
族
会

日
帰
り
温
泉
入
浴
体
験
会

■日
７
月
８
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■場

５
０
０
円　

■申
７
月
２
日
○月
〜
９
日
○月

▼
共
通　

■定
先
着
１
０
０
人　

■持
コ
ッ
プ
、

お
わ
ん
、
箸　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１

３
１　

■他
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
市

HP
荘
内
病
院
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
の
催
し

▼
ス
ト
ー
マ
患
者
と
家
族
の
会「
ぷ
ち
た
み
」　

■時
午
前
10
時　

■対
ス
ト
ー
マ
患
者
と
そ
の
家

族　

■内「
快
適
な
バ
ス
タ
イ
ム
の
過
ご
し
方
」

梅
本
貴
子
（
同
院
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定

看
護
師
）

▼
が
ん
患
者
と
家
族
の
た
め
の
「
ほ
っ
と
広

場
」　

■時
午
後
１
時
30
分　

■対
が
ん
患
者
と

そ
の
家
族　

■内
市
保
健
師
に
よ
る
ミ
ニ
講
話

（
■師
佐
藤
恵
美
子
）、
茶
話
会

▼
共
通　

■日
６
月
16
日
○土　

■場
同
院　

■申
同

院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・

三
川
☎
26
‐
５
１
８
０　

■他
同
院
を
受
診
し

て
い
な
い
方
も
参
加
可

社
会
人
ナ
イ
タ
ー
卓
球
リ
ー
グ

■日
７
月
５
日
〜
10
月
23
日
の
火
曜
・
木
曜

日
午
後
７
時
（
計
16
日
）　

■場
朝
暘
武
道
館　

■問
鶴
岡
卓
球
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

■他
HP

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
か
だ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

▼
山
形
県　

県
民
の
森
で
森
林
浴
ウ
ォ
ー
ク　

■日
６
月
24
日
○日

▼
山
の
日　

夏
の
月
山
の
お
花
畑
を
楽
し
む

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

６
月
・
７
月
の
毎
週
２
回　

■時
午
後
２
時
・

７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

６
月
14
日
○木
、
７
月
12
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
①
６
月
12
日
○火
、
７
月
10
日
○火

②
６
月
22
日
○金　

■時
①
午
後
２
時
30
分　

②

７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
さ
く
ら
ん
ぼ
の
里
を
歩
く　

■日
６
月
16
日

○土
午
前
８
時
45
分
（
櫛
引
南
部
保
育
園
集
合
。

バ
ス
は
８
時
30
分
に
市
役
所
本
所
発
〈
要
予

約
〉）　

■場
西
片
屋
地
区
（
約
８
㎞
）　

■費
大

人
…
１
、
１
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０

０
円　

■申
６
月
４
日
○月
〜
11
日
○月

▼
信
仰
の
歴
史
を
語
る
荒
倉
山
か
ら
由
良
へ　

■日
７
月
８
日
○日
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所
本

所
集
合〈
現
地
集
合
不
可
。全
員
バ
ス
利
用
〉）　

■場
上
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
↓
荒
倉
山

↓
由
良
↓
白
山
島
↓
由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
約
９
㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
６
月
25
日
○月
〜
７
月
２
日
○月　

▼
日
本
海
と
湯
け
む
り
の
里
を
訪
ね
て　

■日

７
月
14
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
温
海
温
泉
林

業
セ
ン
タ
ー
集
合
。
バ
ス
は
８
時
に
市
役
所

本
所
発
〈
要
予
約
〉）　

■場
峠
ノ
山
集
会
セ
ン

タ
ー
↓
西
山
林
道
↓
越
路
峠
↓
あ
つ
み
温
泉

地
内
↓
温
海
温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー（
約
９
㎞
）　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…

テ
ン
ト
備
付
け
・
②
テ
ン
ト
持
ち
込
み
〈
①
・

②
選
択
可
〉）　

■費
①
１
万
円　

②
５
、
０
０

０
円　

■申
６
月
７
日
○木
ま
で
庄
内
酒
ま
つ
り

２
０
１
８
実
行
委
員
会
事
務
局
へ　

■他
HP

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

利
用
資
格
講
習
会

■日
６
月
６
日
○水
・
22
日
○金
、
７
月
４
日
○水
・

20
日
○金
、
８
月
１
日
○水
午
後
７
時　

■対
高
校

生
以
上　

■費
３
０
０
円　

■場
・
■申
藤
島
体
育

館
☎
64
‐
２
１
４
３

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
の

交
流
・
相
談
・
情
報
交
換
に

▼
ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ　

■日
6
月
14
日
○木
、
７

月
５
日
○木　

■内
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
交
流

や
相
談
、
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
介

護
者
交
流　

■費
１
０
０
円

▼
認
知
症
を
理
解
す
る
教
室　

■日
７
月
１
日

○日　

■内
講
演
「
認
知
症
を
知
る
〜
認
知
症
か

な
？
と
思
っ
た
ら
〜
」
丸
谷
宏
（
荘
内
病
院

神
経
内
科
主
任
医
長
）、
ア
ド
バ
イ
ス　

▼
共
通　

■時
午
前
10
時　

■場
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■申
各
日
２
日
前

ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
３
へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
６
月
11
日
○月
、
７
月
９
日
○月
午
後

７
時　

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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（
■師
澤
田
正
佐
子
氏〈
澤
田
歯
科
医
院
歯
科
医

師
〉）　

②
赤
ち
ゃ
ん
・
マ
マ
ヨ
ガ
（
■師
上
野

和
佳
氏
）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
６
月
11

日
○月
ま
で　

②
６
月
15
日
○金
〜
７
月
12
日
○木

▼
育
児
講
話　

■日
６
月
26
日
○火
午
前
10
時

■対
新
婚
・
妊
娠
・
子
育
て
中
の
方
先
着
15
人　

■内「
子
ど
も
の
育
ち
と
だ
だ
こ
ね
」
富
樫
正

井
氏
（
元
公
立
保
育
園
長
）　

■他
託
児
あ
り　

▼
あ
そ
び
の
広
場
〝
夏
〞（
☆
）　

■日
7
月
３

日
○火
午
前
10
時　

■対
未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者
１
０
０
組　

■内
大
型
遊
具
遊
び
、
お
も
ち

ゃ
作
り
、
触
れ
合
い
遊
び
等

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る
（
☆
の
み
朝
暘
武

道
館
）　

■申
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

25
‐
２
７
４
１

特
別
支
援
教
育
に
関
心
の
あ
る
方
へ

鶴
岡
高
等
養
護
学
校 

学
校
公
開

■日
６
月
13
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

■対
同
校
教
育
に
興
味
の
あ
る
方
、
障
害
者
雇

用
を
考
え
る
事
業
所
の
方
等　

■内
施
設
見
学
、

授
業
参
観　

■問
同
校
☎
22
‐
０
５
８
１　

■他

HP
南
部
児
童
館

▼
き
ら
き
ら
星
さ
ん
と
遊
ぼ
う
・
子
育
て
ほ

っ
と
カ
フ
ェ　

■日
６
月
15
日
○金
午
前
10
時

■場
同
館　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■内
子

育
て
応
援
隊
と
触
れ
合
い
、
小
麦
粉
粘
土
遊

び
＆
ほ
っ
と
カ
フ
ェ　

■申
６
月
14
日
○木
ま
で

▼
小
学
生
集
ま
れ
！
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

に
挑
戦
!!　

■日
６
月
24
日
○日
午
前
10
時
〜
午

後
０
時
30
分　

■場
藤
島
体
育
館　

■対
小
学
生

先
着
15
人　

■費
60
円　

■申
６
月
４
日
○月
か
ら

▼
共
通　

■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

中
央
・
南
部
・
西
部
・
暘
光
・
大
山
児
童
館
、ま
ん
ま
ル
ー
ム
合
同
企
画

乳
幼
児
行
事「
は
な
ま
る
ら
ん
ど
」

■日
６
月
14
日
○木
午
前
10
時
〜
正
午　

■場
朝
暘

武
道
館　

■対
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者　

■内

あ
そ
び
の
コ
ー
ナ
ー
等　

■申
６
月
１
日
○金
か

ら
西
部
児
童
館
☎
29
‐
０
０
３
１
、
各
児
童

館
ま
た
は
同
ル
ー
ム
へ

子
ど
も
科
学
教
室

「
化
学
の
世
界
を
楽
し
も
う
！
」

■日
６
月
16
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
鶴
岡
高

専　

■対
小
学
生
（
1
年
〜
３
年
生
は
保
護
者

同
伴
）　

■申
６
月
８
日
○金
ま
で
学
校
教
育
課

☎
57
‐
４
８
６
４
へ

大
山
児
童
館 

ユ
ニ
ク
ロ
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
見
学
＆
お
し
ご
と
体
験

■日
６
月
16
日
○土
午
前
８
時
30
分（
同
館
集
合
）

■場
ユ
ニ
ク
ロ
イ
オ
ン
モ
ー
ル
三
川
店　

■対
小

学
生
15
人　

■申
６
月
11
日
○月
ま
で
同
館
☎
38

‐
０
２
６
０
へ

ま
ん
ま
ル
ー
ム
６
月
の
講
座

「
乳
幼
児
の
お
口
の
ケ
ア
と
食
育
」

■日
６
月
21
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■師
澤
田
正

佐
子
氏
（
歯
科
医
師
）　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム

☎
24
‐
５
６
３
５

特
別
支
援
学
校
に
関
心
の
あ
る
方
へ

鶴
岡
養
護
学
校 

学
校
見
学
会

■日
６
月
21
日
○木
午
前
９
時
45
分　

■対
知
的
発

30
分　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■内
呼
吸

法
、
経
絡
体
操
等　

▼
ベ
ー
シ
ッ
ク
エ
ア
ロ　

■日
火
曜
日
午
後
７

時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■内
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
レ
ベ
ル
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

▼
共
通　

■費
年
会
費
１
万
５
、０
０
０
円（
月

払
い
２
、
０
０
０
円
・
別
途
登
録
年
会
費
２
、

０
０
０
円
）　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３

１　

■他
無
料
体
験
1
回
可

子
育
て
・
子
供
向
け

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊
び

場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日
６

月
10
日
○日
、
７
月
21
日
○土
午
前
９
時
〜
正
午

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
６
月
11
日

○月　

②
７
月
17
日
○火
午
前
10
時　

■対
市
内
在

住
の
未
就
園
児
（
①
平
成
29
年
12
月
〜
30
年

２
月
生
ま
れ　

②
30
年
１
月
〜
３
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え

る
妊
婦　

■内
①
触
れ
合
い
遊
び
、
テ
ィ
ー
タ

イ
ム　

②
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
■師
上
野
和

佳
氏
〈
Ｔ
Ａ
Ｓ
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ヨ
ガ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
〉）、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
６
月
６
日
○水
ま
で

②
６
月
12
日
○火
〜
７
月
11
日
○水

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
６
月
14
日
○木　

②
７
月
19
日
○木
午
前
10
時　

■対
市
内
在
住
の

未
就
園
児
（
①
平
成
29
年
６
月
〜
11
月
生
ま

れ　

②
29
年
７
月
〜
12
月
生
ま
れ
）
と
そ
の

保
護
者　

■内
①
触
れ
合
い
遊
び
、
歯
の
お
話

湯
野
浜
温
泉
竹
屋
ホ
テ
ル　

■対
オ
ス
ト
メ
イ

ト
と
そ
の
家
族
・
介
護
者　

■内
入
浴
時
の
ス

ト
ー
マ
の
剝
が
れ
防
止
を
学
ぶ　

■費
５
、
０

０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申
７
月
５
日
○木
ま

で
同
会
事
務
局

　

空
手
教
室
会
員
募
集

■日
・
■場
火
曜
・
木
曜
日
…
朝
暘
二
小
体
育
館

水
曜
日
…
鶴
岡
五
中
武
道
館　

金
曜
日
…
朝

暘
武
道
館
（
月
１
・
２
回
）　

土
曜
日
…
友

江
道
場　

■時
午
後
６
時
30
分　

■対
５
歳
〜
大

人　

■費
月
額
３
、０
０
０
円
（
別
途
入
団
費
・

保
険
料
）　

■申
会
場
で
受
付　

■問
荘
内
空
心

会
鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
ク

ラ
ブ
）
登
録
制
度

　

年
間
を
通
じ
た
定
期
的
な
活
動
の
場
の
確

保
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。
登
録
団
体
に

は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
調
整
会
議
（
4

か
月
に
1
回
）
を
案
内
し
ま
す
。

■対
10
人
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
ク
ラ
ブ
）

■申
鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
24
‐
５
０
６
０

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

▼
脂
肪
燃
焼
エ
ア
ロ　

■日
火
曜
日
午
前
10
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■内
ジ
ョ
ギ
ン
グ

レ
ベ
ル
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ　

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

■日
火
曜
日
午
後
１

時
30
分　

■場
小
真
木
原
公
園

▼
楽
ら
く
健
康
体
操　

■日
火
曜
日
午
後
１
時

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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達
に
遅
れ
の
あ
る
子
供
の
保
護
者
、
教
育
・

福
祉
・
医
療
機
関
等
の
関
係
者　

■内
施
設
見

学
、
授
業
参
観
等　

■申
６
月
６
日
○水
ま
で
同

校
☎
24
‐
５
９
９
５
へ

西
部
・
暘
光
児
童
館
共
催
自
然
体
験
行
事

由
良
海
岸
で
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
貝
を
使
っ
た
工
作
作
り

■日
６
月
16
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
2
時　

■場

由
良
海
岸
、
由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■対
小
学
生
先
着
20
人　

■内
砂
浜
の
清
掃
、
貝

殻
や
シ
ー
グ
ラ
ス
を
使
っ
た
工
作　

■費
４
０

０
円
（
昼
食
代
）　

■申
６
月
１
日
○金
〜
11
日

○月
に
西
部
児
童
館
☎
29
‐
０
０
３
１
ま
た
は

暘
光
児
童
館
☎
64
‐
８
６
４
０
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ 

は
り
ガ
ラ
ス
コ
ー
ナ
ー

■日
６
月
23
日
○土
午
前
10
時
〜
正
午　

■対
幼
児

〜
小
学
校
低
学
年
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

■費
１
０
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６

０　

■他
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了

星
と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・
七
夕
公
開

「
忍
者
ぴ
っ
か
と
闇
の
ア
メ
フ
ラ
シ
」

■日
７
月
１
日
○日
・
７
日
○土
・
８
日
○日
午
前
10

時
・
11
時
、
午
後
１
時
30
分
・
３
時　

■対
幼

児
と
そ
の
保
護
者
各
回
先
着
78
人　

■内
七
夕

の
歌
や
お
話
、
夏
の
星
座
解
説　

■費
高
校
生

以
上
…
１
４
０
円　

３
歳
以
上
…
60
円

■場
・
■問
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０

中
高
生
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

こ
ん
に
ち
は
！
赤
ち
ゃ
ん

■日
7
月
8
日
○日
午
前
10
時　

■対
中
学
生
・
高

校
生
15
人　

■内
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
た
ち

と
の
触
れ
合
い
交
流
等　

■場
・
■申
６
月
１
日

○金
〜
26
日
○火
に
中
央
児
童
館
☎
24
‐
４
６
０

８
へ　

■他
赤
ち
ゃ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

（
■時
午
前
10
時
50
分　

■対
12
か
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者
10
組　

■申
６
月
15
日
○金
〜

7
月
５
日
○木
）

教
育
関
係
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す　

に
こ
に
こ
相
談（
就
学
に
つ
い
て
）　

■日
７
月
23
日
○月　

■場
鶴
岡

養
護
学
校　

■対
心
身
の
障

害
や
発
達
の
遅
れ
が
み
ら

れ
る
子
供
と
そ
の
保
護
者　

■申
６
月
28
日
○木

ま
で
学
校
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
４
へ

鶴
岡
高
専

中
学
生
一
日
体
験
入
学

■日
７
月
28
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
15
分

■対
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
中
学
校
教
員

■内
体
験
学
習
、
学
内
見
学
ツ
ア
ー
、
学
校
自

由
見
学
、
個
別
質
問
コ
ー
ナ
ー
、
ク
ラ
ブ
紹

介
等　

■申
各
中
学
校
で
参
加
者
を
取
り
ま
と

め
て
同
校
学
生
課
☎
25
‐
９
４
２
５
へ

未
就
園
児
を
対
象
に
開
放
し
ま
す　

幼
稚
園
を
活
用
し
た
お
遊
び
会

▼
和
光
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
８
８
３
５　

お
ひ
さ
ま
広
場
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０　

み
ど

り
の
広
場
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
鶴
岡
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
０
６
５
８　

ひ
よ
こ
の
会
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
い
な
ば
幼
稚
園
（
☆
）
☎
64
‐
２
３
１
０　

り
ん
ご
ク
ラ
ブ
…
午
前
９
時
〜
11
時

▼
大
宝
幼
稚
園
☎
22
‐
１
８
８
３　

に
こ
に

こ
ひ
ろ
ば
…
午
前
10
時
〜
正
午

▼
城
南
幼
稚
園
（
☆
）
☎
24
‐
７
１
６
４

わ
く
わ
く
ル
ー
ム
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
若
葉
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
２
２
３
７

オ
ー
プ
ン
キ
ン
ダ
ー
…
午
前
10
時
〜
11
時
30

分▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
５
８
３
１　

ベ
ビ
ー
・
め
ば
え
・
ふ
た
ば
の
お
へ
や
、
ハ

ッ
ピ
ー
広
場
…
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
共
通　

■他
☆
は
認
定
こ
ど
も
園
。
月
に
１

回
〜
５
回
開
催
。
詳
細
は
各
園
へ

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会

受
講
生
募
集

▼
水
あ
そ
び
10
回
コ
ー
ス　

■日
８
月
〜
11
月

の
土
曜
日
午
前
９
時
30
分　

■対
年
中
児
・
年

長
児
45
人　

▼
水
遊
び
＆
泳
ご
う
10
回
コ
ー
ス　

■日
８
月

〜
11
月
の
土
曜
日
午
前
10
時
45
分　

■対
小
学

生
65
人

▼
共
通　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■費
１
万
円　

■申

同
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
HP

施
設
の
催
し

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
コ
ト
ノ
ミ
の
会
（
読
書
会
）　

■日
６
月
４

日
○月
、
７
月
２
日
○月
午
後
２
時

▼
楽
焼
教
室　

■日
６
月
５
日
○火
〜
７
日
○木
、

７
月
３
日
○火
・
４
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
２
時

▼
健
康
相
談　

■日
６
月
７
日
○木
・
14
日
○木
・

21
日
○木
・
28
日
○木
午
後
１
時
30
分

▼
健
康
麻
雀
愛
好
会　

■日
６
月
12
日
・
19
日
・

26
日
、
７
月
17
日
・
24
日
の
火
曜
日
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６創

造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
６
月
５
日
○火
・
22
日
○金

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

■場
同
館　

■費
各
日
１
０
０
円

▼
数
独
笑
楽
交　

■日
６
月
６
日
・
13
日
・
20

日
・
27
日
の
水
曜
日
午
前
９
時
30
分　

■場
同

館　

■費
各
日
１
０
０
円

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
「
新
緑
と
野
鳥
の
声
」　

■日
６
月
９
日
○土
午
前
10
時
（
同
館
集
合
）

■場
玉
川
堤
（
３
㎞
〜
５
㎞
）　

■師
阿
部
安
夫

氏（
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
）

■費
１
０
０
円

▼
無
添
加
ハ
ー
ブ
石
け
ん
手
作
り
体
験　

■日

６
月
16
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■定

先
着
25
人　

■費
３
０
０
円　

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
都
沢
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
親
水
水

路
の
草
刈
り
作
業
」　

■日
６
月
９
日
○土
午
前

９
時

▼
チ
ー
ム
対
抗
・
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
捕
獲

大
作
戦　

■日
６
月
16
日
○土
午
前
９
時
30
分
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先
着
20
人　

■費
１
万
円
（
宿
泊
料
〈
３
食
付

き
〉
等
）　

■申
６
月
15
日
○金
ま
で

▼
ホ
タ
ル
観
察
会　

■日
７
月
１
日
○日
午
後
７

時　

■場
影
見
沢

▼
初
夏
の
弥
陀
ヶ
原
を
彩
る
植
物
観
察
会

■日
７
月
１
日
○日
・
２
日
○月
午
前
８
時　

■定
各

日
先
着
25
人　

■費
７
０
０
円

■持
昼
食
等　

■申
６
月
26
日
○火
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

■他
集
合
場
所
は
同
セ
ン
タ
ー

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
展
示
道
具
の
使
い
方
講
習
会　

■日
６
月
24

日
○日
午
後
２
時　

■申
６
月
５
日
○火
〜
23
日
○土

▼
美
術
講
座
「
四
季
を
楽
し
む
染
色
講
座
」

（
全
４
回
）　

■日
７
月
19
日
○木
、
９
月
６
日
○木
、

11
月
８
日
○木
、
来
年
２
月
14
日
○木
午
後
２
時

■対
高
校
生
以
上
先
着
16
人　

■師
近
井
肇
氏

■費
２
、
０
０
０
円
（
各
回
別
途
材
料
費
２
、

０
０
０
円
）　

■申
６
月
５
日
○火
〜
７
月
７
日

○土▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

講
座
・
講
習
会

狩
猟
免
許
講
習
会
・
試
験

▼
初
心
者
講
習
会　

■日
６
月
16
日
○土
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時　

■場
藤
島
地
区
地
域
活

動
セ
ン
タ
ー　

■費
５
、
０
０
０
円　

■申
６
月

11
日
○月
ま
で
山
形
県
猟
友
会
☎
０
２
３
‐
６

２
４
‐
０
３
８
２
へ

▼
試
験　

■日
７
月
14
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分　

■場
庄
内
総
合
支
庁　

■申
６
月
18

日
○月
〜
７
月
３
日
○火
に
山
形
県
み
ど
り
自
然

課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
３
４
０
４
へ　

■他

第
一
種
銃
猟
免
許
を
取
得
す
る
方
に
補
助
制

度
あ
り
（
■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
８
８
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ
）

鶴
岡
伝
統
工
芸
竹
塗
り
講
習

■日
６
月
〜
来
年
３
月
の
第
１
・
３
土
曜
日
午

後
１
時　

■場
中
央
公
民
館　

■師
鈴
木
勇
氏

（
竹
塗
工
房
鈴
木
）　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円　

森
の
案
内
人
養
成
研
修（
全
２
回
）

■日
・
■内
6
月
16
日
○土
…
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
、
自
然
観
察　

7
月
14
日
○土
…
野
外
活
動

の
応
急
処
置
、
木
工
ク
ラ
フ
ト　

■時
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時　

■場
眺
海
の
森
森
林
学

習
展
示
館（
酒
田
市
）　

■対
県
内
在
住
の
高
校

生
以
上
の
方
10
人　

■持
昼
食
等　

■申
6
月
11

日
○月
ま
で
庄
内
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
☎
66

‐
５
５
２
４
へ

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員

養
成
講
座
（
全
９
回
）

■日
６
月
17
日
〜
10
月
７
日
の
日
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
４
時（
内
３
回
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
三
川
町
公
民
館　

■定
20
人　

■内
盲
ろ
う
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
介
助
方
法
の
講

義
、
実
技　

■費
テ
キ
ス
ト
代　

■申
６
月
５
日

○火
ま
で
山
形
県
盲
ろ
う
者
友
の
会

の
み
資
料
代
等
。
実
地
研
修
は
別
途
）

▼
企
画
展
示
「
観
音
様
と
羽
黒
山
‐
合
祭
殿

再
建
二
百
年
記
念
・
覚
諄
別
当
と
そ
の
時

代
‐
」　

■日
６
月
29
日
○金
〜
11
月
26
日
○月
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分　

■場
同
館　

■費
大

人
…
４
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
３
０

０
円　

小
・
中
学
生
…
２
０
０
円

▼
共
通　

■問
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７

致
道
博
物
館

▼
旧
鶴
岡
警
察
署
庁
舎
一
般
公
開　

■日
６
月

15
日
○金
か
ら

▼
旧
鶴
岡
警
察
署
庁
舎
保
存
修
理
完
成
記
念

展
覧
会
第
二
部　

庄
内
近
代
化
物
語
‐
挑
戦

者
た
ち
‐　

■日
６
月
20
日
○水
〜
７
月
25
日
○水　

■内
現
代
へ
の
礎
を
築
い
た
先
人
た
ち
の
軌
跡　

■他
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
（
期
間
中
の
土
曜

日
午
後
２
時
）

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…

３
８
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円　

■場

・
■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
月
山
を
外
来
植
物
か
ら
守
ろ
う　

■日
６
月

17
日
○日
午
前
８
時
〜
午
後
２
時　

■場
月
山
八

合
目
周
辺　

■定
先
着
25
人　

■費
高
校
生
以
上

…
５
０
０
円　

子
供
…
無
料　

■持
昼
食
等

■申
６
月
14
日
○木
ま
で

▼
雲
上
の
高
山
植
物
観
察
会　

■日
６
月
22
日

○金
午
前
９
時
〜
23
日
○土
午
後
２
時
（
１
泊
２

日
）　

■場
月
山
八
合
目
↓
月
山
山
頂　

■定

■定
10
グ
ル
ー
プ
（
１
グ
ル
ー
プ
５
人
以
内
）　

■費
５
０
０
円

▼
里
地
里
山
学
特
別
講
座
「
大
山
上
池
と
下

池
の
湿
生
植
物
の
特
徴
〜
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
10
年
目
の
現
状
〜
」　

■日
６
月
17
日
○日

午
後
１
時
30
分　

■定
30
人　

■師
林
田
光
祐
氏

（
山
大
農
学
部
教
授
）

▼
地
域
交
流
会　

■日
６
月
20
日
○水
午
前
10
時　

■定
10
人　

■費
２
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
同

館
☎
33
‐
８
６
９
３
へ

い
で
は
文
化
記
念
館

▼
企
画
展
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
羽
黒
山
伏
と
歩

く
覚
諄
別
当
ゆ
か
り
の
史
跡
を
辿
る
羽
黒
山

登
拝
」　

▽
正
善
院
黄
金
堂　

■日
６
月
９
日

○土
（
午
前
８
時
50
分
同
堂
集
合
）　

■定
20
人　

■師
長
南
弘
道
氏
（
荒
澤
寺
正
善
院
副
住
職
）　

■費
１
、
２
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申
６
月

４
日
○月
ま
で　

▽
羽
黒
石
段
参
道
〜
合
祭
殿　

■日
６
月
17
日
○日（
午
前
９
時
20
分
同
館
集
合
）

■定
20
人　

■師
林
慈
空
氏
（
同
院
所
属
）　

■費

５
０
０
円　

■申
６
月
10
日
○日
ま
で　

▽
合
祭

殿
〜
荒
澤
寺　

■日
６
月
30
日
○土
（
午
前
９
時

20
分
同
館
集
合
）　

■定
20
人　

■師
林
慈
空
氏　

■費
５
０
０
円　

■申
６
月
23
日
○土
ま
で

▼
古
文
書
解
読
・
歴
史
講
座
「
出
羽
三
山
を

読
む
」（
全
10
回
）　

■日
６
月
14
日
〜
10
月
の

第
２
・
４
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
（
６
月
の

み
第
２
・
３
木
曜
日
）　

■場
同
館
等　

■定
先

着
50
人　

■
解
読
資
料　

羽
黒
山
修
験
関
係

史
料
等　

■師
後
藤
赳
司
氏
（
出
羽
三
山
山
岳

宗
教
研
究
所
主
幹
）　

■費
５
０
０
円
（
初
回
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茅
原
２
号
（
Ｄ
）・
３
号
（
Ａ
）、
末
広
３
号

（
Ａ
）
…
２
戸　

茅
原
１
号
…
５
戸　

■申
６

月
４
日
○月
〜
８
日
○金
に
県
営
住
宅
指
定
管
理

者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０
へ

店
舗
家
賃
・
改
装
費
等
に
助
成
し
ま
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

■対
中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
商
売

を
始
め
る
方　

■内
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
の
額
（
上
限
１
２
０
万
円
）　

■申
６

月
29
日
○金
ま
で
鶴
岡
商
工
会
議
所
内
「
鶴
岡

Ｔ
Ｍ
Ｏ
」
事
務
局
☎
24
‐
７
７
１
１
へ　

■他

HP
。
７
月
上
旬
審
査
会

外
来
生
物
を
使
っ
た
料
理
を

提
供
す
る
飲
食
店
の
募
集

■
募
集
期
間　

６
月
１
日
○金
〜
15
日
○金　

■対

ウ
シ
ガ
エ
ル
や
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
等
の
外

来
生
物
を
、
食
材
と
し
て
活
用
で
き
る
市
内

の
飲
食
店
２
店
舗　

■申
本
所
環
境
課
内
「
庄

内
自
然
博
物
園
構
想
推
進
協
議
会
」
事
務
局

☎
内
線
７
０
８　

■他
募
集
後
説
明
会
を
開
催

「
油
戸
魚
の
森
づ
く
り
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■日
７
月
７
日
○土
午
前
８
時
（
油
戸
漁
港
南
側

駐
車
場
集
合
）　

■内
下
刈
り
、
植
栽
等　

■申

６
月
22
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎

内
線
５
５
９
へ　

■他
小
雨
決
行

定
期
健
康
相
談

▼
若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談　

■日
６
月
６
日
○水

・
15
日
○金
、
７
月
４
日
○水
・
20
日
○金

（
芥
川
賞
作
家
）、
池
上
冬
樹
氏
（
文
芸
評
論

家
）　

■費
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

■申
６
月
５
日
○火
か
ら
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２

５
２
５
へ

▼
作
品
募
集　

■対
同
講
座
に
参
加
で
き
る
方　

■
規
格　

文
書
作
成
ソ
フ
ト
「
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
ワ
ー
ド
」
で
作
成
の
原
稿
用
紙
80
枚
以

内
（
Ａ
４
判
横
、約
40
字
×
30
行
の
縦
書
き
）　

■申
６
月
24
日
○日
ま
で
同
館
へ　

■他
市
HP

労
働
法
等
に
関
す
る
基
礎
を
学
習
し
ま
す

山
形
県
労
働
学
院
（
全
２
回
）

■日
７
月
18
日
○水
午
後
１
時
〜
４
時
10
分
・
19

日
○木
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
40
分　

■場

庄
内
総
合
支
庁
分
庁
舎　

■申
６
月
28
日
○木
ま

で
山
形
県
雇
用
対
策
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０

‐
２
３
８
９
へ

第
１
・
４
・
６
類
の
消
防
設
備
士
試
験

受
験
準
備
講
習
会

■日
７
月
26
日
○木　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

（
山
形
市
）　

■定
各
30
人　

■申
６
月
21
日
○木
〜

７
月
10
日
○火
に
山
形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０

２
３
‐
６
２
９
‐
８
４
７
７
へ　

■他
HP
。
申

込
書
は
消
防
本
部
に
設
置

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

入
居
時
期
は
８
月
上
旬

県
営
住
宅
６
月
募
集

■
募
集
住
宅　

美
原
２
号
（
Ｂ
）、
茅
原
２

号
（
Ｂ
）・
３
号
（
Ｂ
）、
城
南
２
号
（
Ａ
）

…
１
戸　

美
原
１
号
、
東
部
１
号
・
３
号
、

創
造
都
市
推
進
協
議
会
☎
25
‐
２
１
１
１
内

線
５
９
２
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
職
場
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
全
２
回
）　

■日
７

月
３
日
○火
・
４
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■定
25
人　

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
女
性
社
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修　

■日
７

月
12
日
○木
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
接
客
・
接
遇
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
研
修

■日
７
月
24
日
○火
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

■定

20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

初
級
・
上
級
ク
ラ
ゲ
マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す

ク
ラ
ゲ
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座（
全
２
回
）

■日
７
月
７
日
○土
・
８
日
○日
午
前
９
時
10
分
〜

午
後
５
時
20
分
（
８
日
は
午
後
４
時
10
分

ま
で
）　

■場
加
茂
水
族
館　

■対
高
校
生
以
上　

■内
ク
ラ
ゲ
の
生
物
学
・
採
取
・
観
察
か
ら
イ

ベ
ン
ト
実
習
ま
で
の
講
義　

■費
３
、
０
０
０

円
（
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
代
等
）　

■申
６
月
22

日
○金
午
後
５
時
ま
で
HP
ま
た
は
案
内
チ
ラ
シ

で
申
込
み　

■問
山
形
大
学
サ
イ
タ
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
‐
６
２
８
‐
４
５
１
７

「
山
形
小
説
家
・
ラ
イ
タ
ー

講
座
」
鶴
岡
出
張
講
座

■日
７
月
７
日
○土
午
後
２
時　

■場
出
羽
庄
内
国

際
村　

■定
先
着
１
５
０
人　

■内
応
募
作
品
の

講
評
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー　

■師
村
田
沙
耶
香
氏

出
羽
庄
内
国
際
村

ベ
ト
ナ
ム
語
体
験
講
座（
全
10
回
）

■日
６
月
17
日
〜
８
月
26
日
の
日
曜
日
午
後
７

時　

■定
10
人　

■師
グ
ェ
ン
・
タ
ン
・
ト
ゥ
ン

氏
（
ベ
ト
ナ
ム
出
身
）　

■費
１
万
３
、
０
０

０
円　

■場
・
■申
６
月
12
日
○火
ま
で
同
館
☎
25

‐
３
６
０
０
へ

出
羽
庄
内
国
際
村 
せ
か
い
の
台
所 　

カ
メ
ル
ー
ン
料
理
〜
ヒ
ル
ダ
さ
ん
の
台
所
〜

■日
６
月
23
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
ヒ
ル
ダ
・
イ
ェ
ン
ジ
ョ
ン
・
タ
ン

ス
ィ
氏
（
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
出
身
）　

■費

１
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
６
月
５
日
○火
か
ら

同
館
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

意
外
と
簡
単
!?
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

包
丁
研
ぎ
講
座
（
全
３
回
）

■日
６
月
25
日
○月
、
7
月
９
日
○月
・
23
日
○月
午

後
７
時　

■対
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
18
歳

〜
40
歳
台
の
方
先
着
16
人（
高
校
生
を
除
く
）　

■師
高
橋
克
哉
氏　

■費
１
、
５
０
０
円　

■場
・

■申
６
月
４
日
○月
〜
15
日
○金
に
同
館
☎
25
‐
１

０
５
０
へ

料
理
人
の
た
め
の
食
文
化
創
造
ア

カ
デ
ミ
ー
２
期
生
募
集（
全
８
回
）

■日
６
月
26
日
○火
（
初
回
。
素
材
学
「
醤
油
あ

そ
び
」）　

■対
飲
食
業
に
従
事
す
る
方
20
人

■内
素
材
学
、
デ
ザ
イ
ン
学
、
調
理
科
学
、
郷

土
食
文
化
、
農
学
な
ど
を
学
ぶ　

■費
２
、
０

０
０
円　

■申
６
月
18
日
○月
ま
で
鶴
岡
食
文
化

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

（
男
子
・
女
子
）

■日
６
月
24
日
○日　

■場
神
町
駐
屯
地（
東
根
市
）　

■申
６
月
15
日
○金
ま
で　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方

協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

労
働
組
合
組
織
を
持
た
な
い
年
収
１
５
０
万
円
以
上
の
方
が
対
象

勤
労
者
生
活
安
定
資
金
貸
付
制
度

　

次
の
と
お
り
生
活
資
金
等
を
融
資
し
ま
す
。

生
活
資
金

教
育
資
金

福
祉
資
金

使
途

生
活
全
般

授
業
料
等

育
児
・
医
療
等

限
度
額
１
０
０
万
円
３
０
０
万
円

２
０
０
万
円

期
間

７
年
以
内

10
年
以
内

７
年
以
内

利
率

年
２
・
７
５
％

年
１
・
５
５
％

年
１
・
２
５
％

■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４

７
荘
内
病
院
売
店

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

　

６
月
中
旬
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
年
中
無

休
で
営
業
し
、
病
院
関
連
商
品
を
は
じ
め
と

し
た
品
揃
え
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
充
実
し

ま
す
。
ま
た
、
利
便
性
向
上
の
た
め
Ａ
Ｔ
Ｍ

等
を
設
置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■時
午
前
７
時
〜
午
後
９
時　

■問
同
院
総
務
課

☎
26
‐
５
１
１
１
内
線
６
３
２
２

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

館
内
く
ん
蒸
の
た
め
、
６
月
15
日
○金
〜
18

日
○月
は
休
館
し
ま
す
。

■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

支
店
☎
22
‐
３
１
４
７　

■他
ロ
ー
ン
対
象
の

本
人
・
親
族
が
卒
業
後
県
内
就
職
ま
た
は
就

業
し
た
場
合
利
子
補
給
制
度
あ
り

鶴
岡
市
水
防
訓
練

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

■日
６
月
９
日
○土
午
前
7
時
〜
正
午　

■場
羽
黒

橋
〜
三
川
橋
の
赤
川
右
岸
（
羽
黒
地
域
側
）

河
川
管
理
道
路　

■問
消
防
本
部
警
防
課
☎
22

‐
８
３
２
０

荒
沢
ダ
ム
で
支
障
と
な
っ
た
伐

採
木
を
無
償
で
提
供
し
ま
す

■日
６
月
13
日
○水
か
ら
の
月
曜
〜
金
曜
日
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）　

■場
荒
沢
ダ
ム　

■対
伐
採
木
（
１
世
帯
当
た
り

軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
）
を
積
み
込
み
、
運
搬

で
き
る
方　

■問
庄
内
総
合
支
庁
荒
沢
ダ
ム
管

理
課
☎
55
‐
２
０
２
１　

■他
HP

８
６
７

ス
ピ
ー
ド
解
決
に
向
け
て
専
門
家
が
対
応
し
ま
す

住
宅
相
談
会

■日
6
月
27
日
○水
午
前
10
時
〜
11
時　

■場
市
役

所
本
所
６
階
大
会
議
室　

■内
住
宅
新
築
・
増

改
築
、
耐
震
診
断
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
、

高
齢
者
減
災
ア
ド
バ
イ
ス
等　

■問
本
所
建
築

課
☎
内
線
４
８
４

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

■対
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
等
の
授
業
料
、

家
賃
、
仕
送
り
資
金
等　

■
利
率　

年
１
・

８
５
〜
３
・
１
５
％
（
保
証
料
不
要
。
在
学

中
は
元
金
返
済
の
据
置
き
可
〈
最
長
６
年
〉）　

■
限
度
額　

１
、
０
０
０
万
円　

■
返
済
期

間　

10
年
以
内
（
元
金
返
済
据
置
期
間
の
返

済
期
間
を
含
む
）　

■問
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡

▼
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談　

■日
６
月
８
日
○金
・

22
日
○金
、
７
月
13
日
○金
・
27
日
○金

▼
共
通　

■時
午
後
１
時
15
分
・
２
時
30
分

■定
各
日
２
人　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
４

市
内
の
空
き
家
の
所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方
へ

空
き
家
相
談
会

■日
６
月
９
日
○土
午
前
10
時
〜
正
午　

■場
勤
労

者
会
館　

■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線
４
６

４
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・

バ
ン
ク
☎
64
‐
１
５
６
７
へ　

■他
予
約
可

生
活
や
住
ま
い
、
就
職
活
動
で
お
悩
み
の
求
職
中
の
方

出
張
相
談
会

■日
６
月
13
日
○水
、
７
月
11
日
○水
、
８
月
８
日

○水
、
９
月
12
日
○水
午
後
１
時
〜
４
時　

■場
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
鶴
岡　

■問
山
形
県
求
職
者
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
７

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■日６月24日○日午前10時～午後２時　■費300
円（クーポン券付き）　■場・■問しらい自然館
内「鳥海山おもしろ自然塾推進協議会」事務
局☎0234‐72‐2069　■他小学生以下は保
護者同伴

●遊佐町 鳥海山おもしろ自然塾　
サマーフェスティバルinしらい

花の能 羽州庄内松山城薪能
■日６月９日○土午後６時　■場松山歴史公園多目
的広場内特設舞台（雨天時は松山城址館） 　

■内狂言「棒縛り」、能「殺生石」、呈茶（午後
３時～５時30分）　■費1,500円（当日は200
円増し）　■入場券取扱い　松山文化伝承館、
松山城址館、松嶺コミュニティセンター、総
合文化センター、生涯学習施設里仁館、松山
総合支所建設産業課　■問松山文化伝承館☎
0234‐62‐2632または松山総合支所建設
産業課☎0234‐62‐2611へ

●酒田市

●庄内町 キャンドルナイトinしょうない
■日７月７日○土午後７時　■場風車村　■内キャン
ドルの灯りで楽しむミニコンサート、じゃん
けん大会（参加者へ風車村産ラベンダー、ブ
ルーベリー贈呈）等　■問庄内町商工観光課☎
0234‐56‐3360

女性像にみるフォルム／現実／夢 
描かれた女たち展

■日６月２日○土～７月16日○月午前９時～午後
５時　■費大人…830円　高校生・大学生…
420円　中学生以下…無料　■場・■問酒田市美
術館☎0234‐31‐0095

●酒田市
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父親であることをもっと楽しんで

NPO法人ファザーリング・ジャパン代表理事。出版社、IT
企業など９回の転職を経て、2006年に父親支援のための同
法人を設立。父親の育児参加をはじめ、様々なテーマでセミ
ナーなどを開催する。自身も２男１女の父。厚生労働省イク
メンプロジェクト推進チーム座長など公職多数。鶴岡青年会
議所・輝く女性発信事業の講演会講師として来鶴。東京都出身。

安
あ ん ど う

藤 哲
て つ や

也 さん

講演の様子（４月24日／出羽庄内国際村）

　20年前の日本は「男性が外で働いて、女性が家
のことをやる」という風潮がまだまだ残っていまし
た。当然「イクメン」なんて言葉はなかった時代です。
そんな中で、僕は父親になりました。妻も働いてい
たので、僕も育児に参加せざるを得なかったんです
けど、やればやるほど子供への愛情が大きくなって
いきましたし、子供が成長していくのを見るのが楽
しかった。それでも、仕事が立て込んでくると育児
をする時間がなくなったり、妻に負荷が掛かって妻
のキャリアに悪影響が出たり、働きながら育児をす
ることの理想と現実の間で苦しんだこともあります。
　そういった自分の経験を基に、世の中のお父さん
が、もっと育児などに携わる時間を持てるように男
性のライフスタイルを変えて、父親であることをも

っと楽しめるようにしようと立ち上げ
たのがファザーリング・ジャパンです。　　
　学術的な研究でも、父親の積極的な

育児参加は、子供が早く社会性や忍耐力などを身に
付ける上で非常にいい影響があると言われています。
だから、セミナーや講演会では「父親が育児をする
とこんなにいいことがあるんだよ」という情報をデ
ータを交えながら発信しています。　
　今、日本の出生率は約1.4ですが、全国に約400
人いるファザーリング・ジャパン会員の家庭は出生
率が2.7もあるんですよ。会員の家庭では父親が率
先して育児や家事をしているから、母親が早く仕事
に復帰できて経済的に余裕が生まれています。そう
することで、２人目３人目を産んでも大丈夫という
気持ちになる。男性が育児や家事に参加することは、
出生率を上げることにもつながっていくんです。
　今、「イクメン」が社会に浸透してきていますが、
その言葉自体をなくすことが僕らの使命だと思って
います。イクメンが当たり前の社会、みんなが仕事
も育児も楽しめる社会にしていきたいですよね。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線317

年
金
か
ら
市
・
県
民
税
が
引

か
れ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か

　

昨
年
の
10
月
か
ら
年
金
の
支
給
額
が

減
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
市
・
県
民
税
が

引
か
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
何
も
届

出
を
し
て
い
な
い
の
に
、
な
ぜ
引
か
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
が
始
ま
っ
た
か
ら
で
す

　

平
成
20
年
に
地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
、

21
年
10
月
か
ら
、
市
・
県
民
税
の
公
的

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（
以
下
「
年
金

特
徴
」）
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
市
・

県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
て
、
次
の
２

つ
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
原
則
と
し
て

年
金
に
か
か
る
市
・
県
民
税
が
、
年
金

か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

○
４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
で
あ
る

○
年
金
特
徴
の
対
象
と
な
る
年
金
を
年

間
18
万
円
以
上
受
給
し
て
い
る

　

年
金
特
徴
は
、
市
・
県
民
税
の
納
付

方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
、
税
額
を
増

減
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

QＡ
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普
通
徴
収
（
納
付
書
等
で
の
納
付
方

法
）
の
納
期
が
年
４
回
な
の
に
対
し
、

年
金
特
徴
の
納
期
は
年
６
回
の
た
め
、

１
回
当
た
り
の
納
付
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
に

納
め
に
行
く
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

新
た
に
年
金
特
徴
が
開
始
さ
れ
る
方

の
最
初
の
年
の
納
付
方
法
は
、
次
の
例

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
特
徴
開
始
後
に
市
外

へ
転
出
し
た
り
、
年
金
の
支
給
が
停
止

さ
れ
た
り
す
る
と
、
年
金
特
徴
が
中
止

さ
れ
普
通
徴
収
に
切
り
替
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
で
も
、
次
年
度

の
４
月
１
日
に
改
め
て
条
件
を
満
た
す

と
、
前
の
例
の
よ
う
に
、
そ
の
年
の
10

月
か
ら
年
金
特
徴
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

　

税
額
等
の
詳
細
は
、
６
月
15
日
に
発

送
す
る
納
税
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
本
所
課
税
課
〉

の
よ

に
な

ま
す普通徴収

（納付書等で納付）
第１期
（６月）

第２期
（８月）

3,000円 3,000円

年金特徴
（年金からの差引きで納付）
10月
支給分

12月
支給分

翌年２月
支給分

2,000円 2,000円 2,000円

【例】Ａさん（65歳）の場合
年金にかかる市 ･県民税の額

１万2,000円
２分の１が
普通徴収

２分の１が
年金特徴

※以降は全て年金特徴で納付。

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血　6/4 ～ 7/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
６. 28○木  ９：00 ～ 11：30 ネッツトヨタ山形㈱ 鶴岡店　
　〃 13：30 ～ 15：30 ＪＡ庄内たがわ本所

７．３○火  ９：30 ～ 11：30 朝日中央コミュニティセンター
　〃 14：00 ～ 16：00 鶴岡警察署

今月の各種相談窓口開設日　6/4 ～ 7/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 12日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線213 22日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 19日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線214   6日○水10:00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線411 12日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 28日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 21日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 22日○金13：30～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040   9日○土  ９：30～16：00（要予約）・同事務所
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

《人口と世帯》（平成30年４月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：127,751人
　　 （男：61,070人、女：66,681人）
　世帯数：48,858世帯

→
メ
ー
ル
は

　

こ
ち
ら
か
ら

→
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　

こ
ち
ら
か
ら

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

市民サポーター
募集中 !!

　荘銀タクト鶴岡のスタッフと一
緒にお客様をおもてなしする「市
民サポーター」を募集します。現
在登録しているのは20代～70代
の方約35人。観客を迎える側に
なって、開館記念事業などに参加
してみませんか？

■対象　研修に参加できる18歳以
上の方（高校生を除く）
■内容　自主事業の有償ボラン
ティア（支給対象外：交通費・研
修参加時間給）。チケットもぎり、
パンフレット配布、客席案内など
（１公演４～６時間程度）。

時間使用は区分使用と併せてお申込みを
　１時間単位での使用（時間使用）は、「午前・午後・
夜間」の区分使用と併せ、先行受付・通常受付の時
点で申込みできるようになります。
　例： 午後区分（午後１時～５時）＋時間使用（午

後５時～８時〈３時間〉）
　※ 時間使用は最長３時間です。３時間を超えると
区分使用となります。

　※ 時間使用のみの申込みはできません。必ず１区
分はお申込みください。

　　区分使用　午前：午前9時～正午　午後：午
　　後１時～５時　夜間：午後６時～10時

申請書の提出をお忘れなく
　電話で空き状況を確認しただけでは申込みが完了
しません。利用調整会議（毎月15日）・電話等での
貸館の予約後７日以内に申請書を提出してください。

大ホール以外の申込み時期が変わります
　小ホール・会議室・練習室の貸出しは、利用日の
属する月の３か月前の１日から、先着順で受け付け
ます（先行受付・通常受付の時期の違いなし）。
　例：９月の利用希望 → ６月１日から
　※ 出演者の控え室等、大ホールと関連する利用は、
大ホールの利用と一緒にお申込みできます。

大ホールの簡易利用は通常料金の半額です
○簡易利用となる場合
　■ 練習利用（本番、リハーサル・ゲネプロ、
本番の準備・撤収を除く）で、舞台・音響・
照明操作を必要としない場合

　■占有のみの場合
○簡易利用で使用可能な設備
　反響板・山台・ピアノ・椅子・譜面台等

申込み状況によって条件が付きます
　大・小ホールの利用があるときは、ほかのホー
ルや部屋の貸出しに条件が付く場合があります。
【例】

利用状況 ほかのホール・部屋の貸出し

Ａ団体が大ホール
を練習利用　

Ｂ団体への小ホール・会議
室・練習室の貸出しは使用
内容を確認・協議して決定

Ａ団体が小ホール
を本番・練習利用

Ｂ団体への会議室・練習室
の貸出しは使用内容を確認・
協議して決定

Ａ団体が大ホール、
Ｂ団体が小ホール
を練習利用

Ｃ団体への貸出しは使用内
容を確認・協議して決定

広
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環
境
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慮
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古
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再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

先行受付：市民・市民団体による芸術文化及び公益性の
高い催しの場合（通常受付より約１か月早く受け付け）
通常受付：上記以外の場合

荘銀タクト鶴岡 の使用について

― ７月16日（月）開催「松竹大歌舞伎」チケット好評販売中 ― 


